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リ
カ
ア
ド
オ
の
経
済
早
瞳
系

岸

本

誠

良E

一、
「
経
済
皐
原
理
」
の
章
別
編
成

リ
カ
ア
ド
オ
は
、
経
済
問
宇
の
金
躍
的
危
瞳
系
的
叙
述
を
行
わ
ず
、
個
別
の
重
要
問
題
に
痛
切
な
説
明
を
興
え
る
己
正
に
研
究
の
重
黙

を
お
h
た
。
こ
れ
は
主
ず
理
論
を
閥
系
的
に
一
示
し
、
決
に
個
々
の
問
題
解
決
に
準
む
正
い
号
方
法
を
、
よ
ら
ず
、
個
々
の
問
題
解
決
を
比

較
的
直
接
的
に
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
債
値
論
は
、
個
々
の
理
論
を
帥
閥
系
仰
す
る
殺
果
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
己
れ
も
リ
カ
ア
ド
オ

の
場
合
に
は
、

マ
ル
ク
ス
の
侵
値
論
の
よ
う
な
一
般
的
殺
越
か
ら
出
禁
せ
ず
、
償
値
尺
度
の
解
決
に
重
黙
を
お
い
て
展
開
さ
れ
た
。

一
経
済
接
お
よ
び
課
税
白
原
四
」
は
彼
の
主
著
で
は
あ
る
が
、
そ
の
各
章
の
訟
朋
は
、
必
ず
し
も
前
章
が
後
章
に
国
滑
に
護
展
し
て

い
る

ιは
い
え
な
い
。
ロ
ー
ル
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ユ
原
理
』
の
構
造
は
、

P
カ
ア
ド
オ
自
身
の
興
味
と
調
和
し
て
い
な
い
。
議
論
は
、
し
ば
し
ば
不
手
際
に
排
列
き
れ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
踊
け

足
で
論
越
さ
れ
た
使
用
便
値
と
交
換
債
値
と
の
直
別
が
、
形
を
か
え
て
第
二
十
章
全
世
を
占
め
て
い
る
。
リ
カ
ア
ド
オ
の
有
名
な
地
代
論
を
含
ん
で
い

る
第
二
章
お
よ
び
第
三
章
は
、
ス
ミ
ス
お
よ
び
Y

ル
サ
ス
の
見
解
を
論
駁
L
t後
の
方
の
敏
章
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
債
格
、
供

給
、
需
要
お
よ
び
外
園
貿
易
に
関
す
る
議
論
は
、
ば
ら
ば
ら
に
輪
車
章
に
わ
た
っ
て
散
在
し
て
い
る
。
第
五
章
お
よ
び
第
六
章
に
論
述
さ
れ
て
い
る
賃
金

P
泊
ア
ド
オ
の
粗
済
問
申
値
系

第
七
十
八
巻

=一回五

第
五
鵠



9
カ
ア
ド
オ
の
経
済
皐
随
系

第
甘
ナ
入
品
世

四
六

第
五
挽

お
よ
び
利
潟
は
、
機
械
に
つ
い
て
論
じ
た
終
り
か
ら
二
番
目
の
章
(
第
三
版
で
附
け
加
え
ら
れ
た
)
で
き
ら
に
立
入
っ
て
読
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
L
て、

木
相
臨
に
多
く
の
章
で
、
附
け
足
L
的
な
課
税
の
問
題
が
取
扱
わ
れ
て
い
る
」
と
。

】
)
ロ
・
戸
同
(
L
r
k
p

出
Z
o
q
且
出
B
E
E
W
5
5口四
F
F
H
宮町・

1斗

F
隅
各
三
容
易
謬
、
縄
問
皐
読
見
、
上
、
一
一
一
一
λ
頁。

こ
れ
は
、
彼
氏
閥
系
的
紋
越
が
依
け
て
い
る
と
い
よ
ノ
こ
と
で
、
伎
の
経
済
撃
に
特
定
白
檀
系
が
な
い

D
て
は
た
い
。
経
済
上
の
調
停
山

の
重
要
問
題
を
設
い
か
に
つ
い
て
、
彼
自
身
と
し
て
は
一
貫
し
た
も
の
、
閥
系
的
た
も
の
を
も
っ
て
い
た
と
考
え

b
れ
る
。
そ
の
所
設

は
、
そ
の
場
か
ぎ
り
の
ば
ら
ば
ら
一
の
理
窟

J

て
た
く
、
彼
た
り
に
一
貫
し
て
お
り
、
ス
空
模
と
し
て
一
定
の
閥
系
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
モ

れ
で
は
リ
ヵ

7
F
オ
の
経
済
事
酬
閥
系
は
ど
の
よ
う
な
も
の
ぞ
あ
っ
た
ろ
う
か
。

ま
ず
「
経
済
草
原
理
」
の
章
別
を
み
る
と
、
第
二
版
て
は
三
十
一
章
か
ら
な
り
、
最
終
版
と
左
ワ
た
第
三
版
ぞ
は
一
章
加
わ
っ
て
攻

の
三
十
二
章
と
た
っ
た
。

一
、
慣
憶
に
つ
い
て
、
一
一
、
地
代
に
つ
い
て
、
三
、
鎖
山
の
地
代
に
つ
い
て
、
四
、
自
然
債
格
お
よ
び
市
場
債
格
に
つ
い
て
、
五
、
賃
金
に
つ
い

て
、
六
、
利
潤
に
つ
い
て
、
七
、
列
図
貿
易
に
つ
い
て
、
入
、
租
積
に
つ
い
て
、
九
、
粗
生
生
産
物
に
封
寸
る
祖
泊
、
ー
、
地
代
に
劉
す
る
租
班
、
十

一
、
十
分
の
一
関
、
十
一
一
、
地
祖
、
十
三
、
金
に
到
す
る
租
班
、
十
四
、
家
屋
に
射
す
る
租
尻
、
十
五
、
利
潤
に
謝
す
る
租
琉
、
十
六
、
賃
金
に
劃
す

る
租
税
、
十
七
、
組
生
産
物
以
外
の
他
町
一
緒
商
品
に
劃
す
る
花
説
、
十
八
、
放
置
続
、
十
九
、
貿
易
路
に
お
け
る
念
激
な
る
務
化
に
つ
U
て
、
一
一
十
、

債
慣
と
雷
、
そ
れ
ら
の
特
性
、
二
十
一
、
利
潤
お
よ
び
利
子
に
及
ぼ
す
蓄
積
の
諮
結
果
、
二
十
一
一
、
輸
出
携
関
金
お
よ
び
職
人
禁
止
、
=
十
二
一
、
生
産

嬰
一
閥
金
に
つ
い
て
、
二
十
四
、
地
代
に
閲
す
る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
陸
説
、
ニ
イ
五
、
植
民
地
貿
易
に
つ
い
て
、
二
十
六
、
線
状
ス
お
よ
び
柄
牧
ス
に

つ
い
て
、
一
十
七
、
通
貨
お
よ
び
銀
行
に
つ
い
て
、
二
十
八
、
官
閣
と
貧
園
に
お
け
る
金
、
穀
物
お
よ
び
勢
働
の
比
較
債
値
に
つ
い
て
、
=
十
九
、
生

産
者
に
よ
っ
て
支
捕
わ
れ
る
租
続
、
三
十
、
需
要
と
供
給
の
債
格
に
お
よ
ほ
す
影
響
に
つ
い
て
、
一
二
十
て
機
械
に
つ
い
て
、
三
寸
一
一
、
地
代
に
つ
い



て
の
マ
ル
サ
ス
白
意
見
、

「
経
済
事
原
理
」
白
一
諸
章
心
性
格
あ
る
い
は
位
置
に
つ
い
て
は
、
従
来
諸
臨
ナ
者
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。

M
V

ま
そ
れ
に
つ
い
て

み
よ
う
。

ド
・
ク
イ
ン
シ
イ
は
、
リ
カ
ア
ド
オ
経
済
曲
学
の
基
礎
理
論
と
し
て
、
三
十
二
章
中
か
ら
租
税
論
に
関
す
る
十
四
章

l
l第
八
章
か

b

第
十
八
章
ま
で
と
、
第
二
十
二
章
、
第
二
十
三
章
治
上
び
第
二
十
九
章
を
加
え
た
十
四
章
ー
ー
を
除
さ
、
残
り
十
八
章
を
さ
ら
に
二
つ

に
分
っ
て
、
原
理
的
あ
る
い
は
肯
定
的
部
分
と
論
争
的
あ
る
い
は
否
定
的
部
分
と
す
る
。
そ
し
て
租
税
論
の
部
分
は
、
彼
の
一
般
原
理

か
ら
導
き
出
さ
れ
る
系
論
て
あ
り
、
一
般
原
理
由
注
躍
に
は
た
る
が
、
一
般
原
理
が
租
税
論
て
説
か
れ
る
と
こ
ろ
に
依
存
し
な
い
。

ま
た
日
カ
ア
ド
オ
の
著
述
て
は
、
ナ
ヘ
て
心
部
分
が
潜
在
的
に
論
争
的
な
参
照
を
も
づ
が
、
し
か
し
あ
る
も
の
は
他
の
も
の
以
上
に
、

直
接
的
に
、
か
つ
形
式
上
も
論
争
的
て
あ
る
。
こ
れ
b
も
す
べ
て
一
般
法
則
か
ら
臼
系
論
で
あ
っ
て
、

一
般
法
則
の
前
提
と
友
る
も
の

て
は
な
い
、
と
い
う
白
て
あ
る
o
彼
が
肯
定
的
と
論
争
的
白
諸
章
と
い
う
白
は
、
，
択
の
よ
う
て
あ
る
。

肯

定

的

諸

章

は

、

第

一

、

回

、

=

一

十

章

白

「

償

値

に

つ

い

て

」

、

第

五

章

白

「

賃

金

に

つ

い

て
」
、
第
六
章
の
「
利
梢
に
つ
い
て
」
、
第
七
草
白
「
外
園
貿
易
に
つ
い
て
L
、
第
十
九
章
の
「
貿
易
路
の
念
嬰
に
つ
い
て
」
、
第
二
十
一

第
二
、
三
章
の
「
地
代
に
つ
い
て
」
、

章
の
「
蓄
積
に
ワ
い
て
」
、
第
二
十
五
章
の
「
梗
民
地
貿
易
に
つ
い
て
L
、
第
二
十
七
章
の
「
通
貨
と
銀
行
に
つ
W
て
L
、
第
三
十
一
章
白

「
機
械
に
つ
い

τ」
、
て
あ
D
、
論
守
的
諮
章
は
、
第
二
十
章
心
「
慣
値
と
宮
に
つ
い
て
」
は
ス
ミ
ス
、
ロ
ー
グ
1
ヂ

l
ル
、
セ
イ
に
射
し
、

第
二
十
四
章
の
「
地
代
」
は
ス
ミ
ス
に
封
し
、
第
二
十
六
章
の
「
納
牧
入
と
純
牧
入
」
は
ス
ミ
ス
に
封
し
、
第
二
十
八
章
の
「
金
、
穀

物
治
主
び
第
働
白
諸
関
係
」
は
ス
ミ
ス
に
謝
し
、
第
三
十
二
章
の
「
地
代
」
は
マ
ル
+
ス
に
封
ず
る
も
の
で
あ
る
。
己
れ
b
の
論
争
的

持
章
を
除
〈
と
、
残
る
十
三
章
が
肯
定
的
積
極
的
諮
章
て
あ
る
。
こ
の
う
ち
た
だ
通
貨
に
闘
ナ
る
第
二
十
七
章
だ
け
が
、
他
の
諸
章
と

9
カ
ア
ド
オ
の
経
済
且
早
世
系

第
七
十
人
各

四
七

第
五
蹴



9
カ
ア
ド
オ
の
鰹
湾
革
盟
系

第
七
十
八
巻

一一一四人

描
伊
豆
鵠

四

は
昼
間
在
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
ぞ
あ
る
。

戸

) 

吋

F
O
E
B目
下
巴

E
。
mzoma
臣
同
日
叶

nH150白
星
庄
B
】開。
E
。
3
5
M
F
J
2
0
2
-
R
E
t
-
E唱
。
ニ

d

巴

m
e
s
s
-
2・

口
内
唱

8
1
2

ス
ラ
ッ

7

7
も
リ
カ
ア
ド
オ
「
経
済
事
原
理
」
の
諸
章
を
分
っ
て
三
部
と
し
、
経
済
事
、
租
税
論
沿
よ
ぴ
論
争
的
諸
章
と
す
る
。
も

っ
と
も
ス
ラ
ッ
フ
ァ
ば
己
れ
を
具
慢
的
に
指
摘
し
て
い
な
い
円
。

同

) 

吋
宮
君
。
昔
。
h
p
E
Z
9
4
0
-
-
H
-
E号
p
z
s
E各
自
宅
・

Z
H
T
M
E
H

た
し
か
に
論
手
的
諮
章
は
あ
担
、
例
え
ば
第
二
十
四
章
、
第
二
十
八
章
、

第
三
十
二
章
は
明
ら
か
に
そ
れ
で
あ
り
、

ま
た
第
一
一
十

章
、
第
二
十
一
章
も
そ
れ
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
乙
白
一
一
章
は
恩
納
に
論
争
的
諮
章
に
と
ど
ま
ら
ず
、
彼
D
理
論
は
と
と

K
積
極

的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
二
十
章
は
ス
ミ
ス
、
ロ
ー
グ
1
デ
l
ル
、
セ
イ
の
見
解
に
劃
す
る
批
剰
で
あ
る
が
、
単
純
た
批

判
以
上
に
u
J
カ
ア
ド
オ
は
償
値
と
の
関
係
心
理
論
を
、
第
一
章
よ
り
も
登
展
せ
し
め
て
い
る
。
第
二
十
一
章
に
し
て
も
、
こ
れ
は
ス
ミ

ス
の
利
潤
率
低
下
論
の
批
判
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
資
本
蓄
積
諭
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
と
れ
は
他
の
諸
章
ゼ
は
い
ま
だ

設
か
れ
た
か
っ
た
と
と
ろ
ゼ
、

F
・
ク
イ

y
シ
イ
も
と
の
章
を
肯
定
的
諮
章
に
入
れ

τ
い
る
。
第
一
一
十
六
章
を
ド
・
グ
イ
ン
シ
イ
は
論

争
的
諸
章
に
加
え
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
収
入
に
関
す
る
積
極
的
見
解
が
述
べ
ら
れ
℃
い
る
。

マ
ル
グ
ス
は
リ
カ
ア
ド
オ
の
「
経
済
事
原
理
」
を
詳
細
に
検
討
し
て
、
モ
の
叙
越
が
ど
た
混
ザ
せ
て
、
構
造
の
上
て
、
求
め
る
も
の
の

た
い
こ
と
、
モ
し
て
全
三
十
二
章
の
う
ち
最
初
心
六
章
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
経
済
撃
か
ら
い
え
ば
営
然
左
己
と

さ
あ
っ

τ、
己
白
六
章
も
そ
の
理
論
を
追
求
す
れ
ば
、
最
初
の
二
章
陀
集
約
さ
れ
る
白
て
あ
る
。
第
三
章
は
直
接
に
第
二
章
の
一
節
に

す
ぎ
ず
、
第
四
、
五
、
六
章
も
最
初
心
三
章
に
「
前
提
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
て
な
〈
、
さ
ら
に
完
全
に
展
開
さ
れ
て
い
る
」
と
解
古
れ



た
。
し
か
し
最
一
初
の
二
章
に
お
け
る
殺
速
は
極
め
て
重
要
で
あ
っ
て
、
リ
カ
ア

F
オ
は
こ
れ
に
よ
り
ス
ミ
ス
と
断
然
株
別
し
、
委
長
し

た
資
本
主
義
的
生
産
調
程
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た
後
展
し
た
経
済
撃
の
諸
範
障
を
、
モ
の
原
理
た
る
償
値
決
定
と
封
質
せ
し
め
た
と
誘

い
た
。

回
日
M
f

吋げ向。ロ
E
F
2
白
自
民
o
r
2
0
5
口、
H

q

p
丘
「
田
∞
目
1
3
改
誼
融
版
、
全
集
、
九
巻
、
一
九

i
一二三且

シ
ュ
ン
ベ
タ
も
、

H
カ
ア
下
オ
の
基
本
原
理
は
最
初
の
一
一
章
に
示
さ
れ
て
い
る
と
と
を
訟
吉
、
第
三
版
の
機
械
論
は
基
本
原
理

の
重
要
た
補
足
て
あ
り
、
そ
の
他
て
は
寅
際
に
第
三
章
左
い
し
第
六
章
は
護
展
て
あ
り
、
第
八
章
た
い
し
第
十
八
章
治
よ
び
第
三
十
九

章
は
、
す
べ
て
租
税
に
関
す
る
醸
用
て
あ
り
、
第
二
十
、
二
十
一
、
二
十
四
、
二
十
六
、
、
三
十
、
三
十
二
の
諸
章
は
照
明
と
批
判
て

あ
る
ば
か
り
で
た
く
、
不
幸
に
し
て
拾
M
V

譲
与
す
る
の
は
非
常
に
危
険
な
よ
う
在
、
蒸
本
原
理
に
謝
す
る
多
く
の
徐
論
が
含
ま
れ
て
い

る
。
例
え
ば
「
遁
貨
と
銀
行
に
つ
い
て
」
の
第
二
十
七
章
は
、
第
二
十
八
章
と
と
も
に
、

H
カ
ア
ド
オ
の
一
般
理
論
の
研
究
者
が
看
過

し
が
ち
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
が
、
己
れ
は
限
附
件
費
用
が
債
格
に
等
し
い
と
い
う
定
理
に
つ
い
て
の

U
カ
7
F
オ
の
取
扱
い
と
、
伎
が

そ
れ
を
十
介
に
物
に
し
て
い
た
感
先
に
つ
い
て
、
多
く
の
必
要
な
光
明
主
注
ぐ
文
何
を
含
ん
で
い
る
。
第
七
章
の
外
関
貿
易
論
も
、
基

本
原
理
に
封
す
る
補
論
て
あ
り
、
こ
れ
は
さ
ら
に
第
二
十
一
一
、
二
十
三
治
工
び
二
十
五
章
に
よ
っ
て
補
論
さ
れ
て
ゐ
り
、
第
十
九
章
は
、

さ
b
に
あ
る
意
味
て
第
二
十
一
章
も
、
セ
イ
法
則
へ
の
リ
カ
ア
ド
オ
の
臣
服
を
誓
う
も
の
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
。

同
) 

下
回
。

E
E官
官
町
、
国
伝
言
々
。
州
国

S
E
E
M
n
〉

E
H官
F
E
E
-
M
M
百
戸

ロ
カ
ア
ド
オ
経
済
壌
の
原
理
上
の
童
心
は
、
た
し
か
に
最
初
の
二
章
に
あ
り
、
モ
の
う
ち
に
後
の
重
要
な
理
論
、
例
え
ば
利
潤
論
な

ど
が
含
め

b
れ
て
い
て
、
各
章
の
絞
越
は
ご
た
ご
た
し
、
章
を
温
う
て
揮
系
が
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
う
も
の
て
は
な
い
。
だ
か

b
彼

の
経
済
皐
耀
系
は
、
結
局
伎
の
誘
い
た
釜
山
闘
を
通
じ
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

wJ
カ
ア
ド
オ
の
艇
済
串
陸
系

第
七
十
八
谷

四
九

轄
伊
豆
掠

五
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カ
ア
y
オ
の
経
済
串
睡
系

第
七
十
八
巻

三
五

O

第
豆
競

〆、

リ
カ

7
F
オ
経
済
撃
の
よ
う
に
、
そ
の
盟
系
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
て
は
、
そ
の
経
済
臨
干
の
形
成
過
桂
を
あ
と
づ
け
る
己

と
に
よ
ワ

τ、
開
系
を
求
め
る
こ
と
は
、
有
荻
た
方
法
で
あ
ろ
う
υ

パ
テ

Y

の
り
カ

7
F
オ
鰻
系
論
は
己
の
積
の
も
の
で
あ
る
。
彼
の

誘
く
と
こ
ろ
で
は
、
リ
カ

7
F
オ
の
研
究
は
最
一
初
、
繁
柴
諭
に
重
野
が
あ
り
、
後
、
次
第
に
分
配
論
に
設
展
し
た
。
己
白
過
程
は
三
つ

の
時
期
に
分
た
れ
る
。
第
一
の
時
期
は
マ
ル
サ
ス
の
地
代
論
白
登
展
さ
れ
る
以
前
に
普
か
れ
、
単
純
に
彼
自
身
白
興
味
に
よ
っ
て
研
究

さ
れ
た
段
階
て
あ
る
。
彼
は
地
代
を
利
潤
な
b
び
に
賃
金
と
並
置
仕
ず
、
か
く
し
て
分
配
論
白
基
礎
主
意
識
的
に
破
っ
て
い
る
。
己
の

「
原
理
」
中
の
次
の
諸
章
は
、
同
時

時
期
の
彼
の
思
索
の
形
態
は
、
債
値
と
繁
柴
(
富
)
に
関
す
る
議
論
の
う
ち
に
一
示
さ
れ
て
い
℃
、

代
の
経
済
撃
者
達
と
接
燭
す
る
己
と
に
工
ヲ
℃
修
正
さ
れ
る
以
前
の
、
彼
の
経
済
問
宇
山
田
系
の
核
心
を
含
む
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
た
わ

ち
モ
れ
は
第
二
十
六
章
「
総
牧
入
と
純
牧
入
L
、
第
一
一
十
章
「
債
値
と
官
、
そ
れ
ら
の
特
性
L
、
第
二
十
八
章
「
富
園
と
貧
困
に
お
け
る
金
、

穀
物
お
よ
び
労
働
の
比
較
債
値
に
つ
い
て
」
、
第
五
章
「
賃
金
に
つ
い
て
」
、
第
二
十
一
章
「
刺
潤
と
利
子
に
及
ぼ
す
苓
積
の
影
響
」
の
諸

章
て
あ
る
。
そ
の
順
序
は
、
も
と
よ
り
ζ

れ
が
普
か
れ
た
順
序
ぞ
た
く
、
ま
た
放
の
書
物
K
現
わ
れ
て
い
る
順
序
で
も
な
い
。
記
述
に

あ
た
っ
て
は
、
伎
は
現
在
日
最
大
の
闘
心
よ
り
出
登
し
、
後
に
彼
に
現
わ
れ
て
き
た
諸
章
を
、
あ
る
い
は
常
時
の
経
済
論
争
に
よ
っ

τ

提
示
さ
れ
た
諸
章
を
、
追
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
己
の
よ
う
に
し
て
彼
の
注
意
が
最
一
初
に
向
け
ら
れ
た
論
題
の
あ
る
も
の
は
、
害
物
の

う
ち
に
は
後
に
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
と
れ
ら
の
諸
章
に
お
い
て
、
彼
は
明
ら
か
に
ア
グ
ム
・
ス
ミ
ス
の
影
響
を
示
し
て
い
る
。
ス

ミ
ス
の
諸
著
述
は
、
各
々
の
特
殊
な
貼
の
議
論
白
出
種
結
ー
で
あ
り
、
従
っ
て
リ
カ
ア
ド
オ
は
彼
の
位
置
と
ス
ミ
ス
の
位
置
と
を
封
照
す

る
己
と
に
よ
り
、
進
ん
て
彼
自
身
の
思
想
を
登
展
せ
し
め
て
い
る
と
い
う
。

第
二
期
は
、
貨
幣
F
外
園
貿
易
に
闘
す
る
部
分
を
含
む
。
こ
れ

b
の
議
論
に
沿
い
て
リ
カ
ア
ド
オ
は
、
彼
自
身
の
経
験
と
観
察
内
の

諸
事
賢
に
基
礎
を
治
い
た
木
古
郊
の
研
間
百
一
か
ら
一
推
論
し
て
い
る
。
と
と
に
純
粋
の
リ
カ

7
F
オ
が
い
る
。
貿
易
と
商
業
の
熟
知
し
た
諸
事



資
は
、
他
D
産
業
現
象
か
ら
隔
離
さ
れ

τ、
そ
れ
ら
が
そ
れ
自
身
の
完
全
な
農
業
世
界
を
形
づ
〈
る
か
の
ご
と
〈
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

一
商
人
あ
る
い
は
銀
行
家
白
書
物
か

b
見
b
れ
る
よ
う

モ
れ
ら
は
し
か
し
特
殊
な
、
兵
惜
的
念
、
そ
し

τ輸
相
白
ょ
う
た
も
の
で
あ
り
、

な
世
界
の
檎
を
示
し
て
い
る
。
大
騰
な
推
論
が
、
そ
の
結
果
に
お
い
て
幸
福
ぜ
あ
る
よ
う
な
、
こ
れ
ら
の
特
殊
た
場
合
か
ら
注
さ
れ
て

い
る
。
け
だ
し
全
産
業
世
界
は
、
営
時
、
銀
行
家
や
貿
易
染
者
が
以
前
歩
ん
で
さ
た
線
に
沿
う
て
動
い
て
い
る
か

b
、
と
い
う
白
て
あ

る。

マ
ル
十
ス
に
よ
る
地
代
諭
白
後
見
に
よ
っ
て
生
じ
た
。
と
の
影
響
の
も
と
に
、
伎
は
食
糧
債
格
に
射
す
る
利
潤
の
関
係

。
彼
心
法
則
の
性
格
を
、
特
殊
法
則
か

b
一
般
法
則
陀
鑓
え
、
従
っ
て
彼
の
議
論
を
地
代
法
則
D
上
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
伎

の
利
潤
論
を
改
訂
し
た
。
伎
の
基
本
命
題
に
射
す
る
伎
の
議
論
上
の
こ
の
慶
化
は
、
ゐ
の
ず
か
ら
H
カ
ア

F
オ
の
注
意
を
繁
柴
論
か
ら

分
配
語
聞
に
縛
じ
た
白
ぜ
あ
る
。
利
潤
諭
は
、
思
う
に
彼
が
現
在
の
形
ゼ
考
え
抜
い
た
最
後
の
章
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
モ
こ
に
彼
は
部
分

第
三
期
は
、

的
に
彼
白
観
察
を
、
繁
捺
か
ら
分
配
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
彼
自
序
文
は
、
し
か
し
香
か
れ
た
ナ
ベ

τ
の
う
ち
白
最
後
の
も
の
で
あ
づ

た
。
モ
し
て
そ
白
う
ち
で
彼
は
最
後
に
分
配
の
重
要
性
を
意
識
し
た
の
ぞ
、
そ
れ
が
「
経
済
撃
の
主
要
問
題
」

J
t
あ
る
と
諸
ベ
て
い
る

の
で
あ
る
。

パ
テ

y
に
よ
る
と
、
閥
系
的
左
著
議
出
家
と
閥
系
的
て
た
い
著
述
家
は
、
序
文
白
書
き
方
が
ち
が
う
。
前
者
は
書
き
始
め
る
前
に
、
彼

ら
の
金
計
室
主
考
え
つ
く
し
て
い
る
D
て
、
モ
の
序
文
は
書
物
心
内
容
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
リ
カ
ア
ド
オ
の
よ
う
に

何
ら
白
明
確
に
意
識
し
た
計
重
な
し
に
始
め
、
で
た
ら
め
に
節
か
ら
節
に
準
み
、
し
ば
し
ば
書
物
の
簡
を
耕
民
吏
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ

の
よ
う
な
書
物
の
諸
章
が
、
質
際
K
香
か
れ
た
順
序
に
は
、
内
的
な
検
詮
な
く
し
て
は
、
何
ら
の
手
が
か
り
は
た
い
。
第
一
章
が
最
終

章
で
あ
っ
た
り
、
最
終
章
が
第
一
章
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
第
一
軍
と
最
終
章
と
が
と
も
に
書
物
白
中
程
に
あ
る
乙
と
も
あ
る
。
こ
の
種

ヲ
刃
ア
ド
オ
の
経
済
事
僅
系

第
七
十
八
巻

互王

第
五
競

七
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カ
ア

r
オ
甲
紐
神
間
宇
崎
系

第
七
十
人
巻

z 

第
主
山
田

A 

の
著
述
家
は
、
乙
の
書
物
を
書
き
終
フ
た
と
き
に
モ
白
序
文
を
香
く
。
し
か
し
そ
れ
は
そ
申
書
物
の
序
設
で
な
く
、
彼
白
書
h
た
最
終

章
へ
む
附
録
で
あ
っ
て
、
他
の
遁
営
な
場
所
の
な
か
っ
た
半
端
物
の
、

h
d
モ
ら
く
い
く
つ
か
を
牧
め
て
h
る
の
で
あ
る
。
リ
カ
ア
ド
オ

に
お
い
て
は
彼
の
序
文
は
利
潤
む
章
の
附
録
で
あ
っ
て
、
彼
は
こ
の
利
潤
D
章
て
記
述
を
終
り
、
そ
?
っ
ち
に
経
済
皐
の
後
の
裂
展
て

非
常
に
重
要
と
な
っ
た
分
間
前
を
、
ぼ
ん
や
り
と
見
せ
た
白
て
あ
る
。
と
パ
テ
ン
は
訟

w
h
o

同

)
m
Z
F耳
目
噌

J
J
r
E
3
2
5
s
o片
岡
M

自一世・

4
Z
口
百
百
q
y
E包
。
同
開
。

B
E
E
-
k
p百
二
∞
お
よ
喧
-
U
2
日
日
目

以
上
白
パ
テ
ン
の
説
く
と
こ
ろ
の
よ
う
に
、

F
カ
ア
ド
オ
経
済
撃
の
形
成
過
程
を
あ
と
づ
け
て
、
彼
の
閥
系
を
確
か
め
る
こ
と
は
、

有
数
な
方
法
て
あ
る
。
そ
し
て
繁
柴
論
の
課
題
は
、
引
力
ア
ド
オ
経
済
撃
に
治
い
て
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
パ

テ
ン
白
説
く
よ
う
に
繁
品
目
論
か

b
分
配
論
へ
縛
換
し
た
と
解
稗
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
分
理
論
も
回
〈
テ
Y

の
い
う
よ
う
に
、
未
実
成
ぞ
は

あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
リ
カ
ア
ド
オ
に
と
っ

τ極
め
て
重
要
た
課
題
て
あ
る
が
、
リ
カ
ア
ド
オ
に
お
い
て
は
介
配
論
が
そ
れ
だ
け
白
も
む

と
し
て
設
か
れ
る
よ
り
も
、
古
典
経
済
撃
の
脊
骨
が
あ
っ
て
設
か
れ
て
い
る
。
ロ
カ
ア
ド
オ
壮
彼
の
経
済
墜
を
煙
系
的
に
記
述
す
る
に

歪
ら
な
か
っ
た
が
、
脊
骨
と
な
る
古
典
経
済
臨
干
の
閥
系
的
左
理
論
を
も
っ
て
、
己
れ
を
基
礎
に
し
て
そ
の
時
々

D
問
題
を
訟
き
論
争
も

行
い
、
繁
柴
論
か
ら
分
配
論
に
進
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
伎
の
論
述
は
、

「
経
済
墜
原
理
」
て
す
ら
断
片
的
て
あ
る
が
、
モ
れ
ら
を
検
討
し

て
み
る
と
、

一
貫
し
た
醐
閥
系
的
の
基
礎
を
十
分
に
も
っ
て
い
た
と
考
え

b
れ
る
。

リ
カ
ア
F
オ
の
閥
系
を
考
え
る
に
つ
い
て
、
最
も
よ
り
ど
こ
ろ
と
左
る
は
ず
白
「
経
済
皐
原
理
」

D
諸
辛
が
、
ご
た
ご
た
し
て
い
る

の
で
、
ま
ず
己
れ
を
整
頓
す
る
試
み
が
あ
る
。

d

y
ナ

1
は
「
原
理
」
三
十
一
一
章
の
配
置
替
え
を
し
、

「
原
理
」
を
讃
む
順
序
を
整
え

る
こ
と
に
よ
り
、
韓
系
的
た
も
の
を
示
し
て
い
る
。
己
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
第
一
章
「
債
値
論
」
に
第
二
十
章
白
「
債
値
と
富
」
と
第

二
十
八
章
白
「
金
、
穀
物
治
よ
び
労
働
白
比
較
便
値
」
を
加
え
、

「
債
値
論
」
に
つ
づ
い

τ第
二
十
七
章
の
「
通
貨
お
よ
び
銀
行
」
、



第
四
章
の
「
自
然
債
格
と
市
場
債
格
」
を
た
ら
ベ
、
己
の
第
四
章
に
第
三
十
章
の
「
需
要
供
給
論
」
を
加
え
る
。
次
に
介
配
論
が
来

p
、

第
一
一
章
「
州
代
論
L
、
第
三
章
「
鎖
山
地
代
論
」
、
こ
心
地
代
前
に
第
二
十
四
章
「
ス
ミ
ス
の
地
代
論
」
と
第
三
十
一
五
平
「
マ
ル
十
ス
の
地

代
論
」
を
加
え
、
さ
ら
に
第
五
章
「
賃
金
輪
」
、
第
六
章
「
利
潤
論
」
と
な
り
、
第
六
章
に
第
二
十
一
章
「
蓄
積
諭
」
を
加
え
る
。
次
に

第
七
章
「
外
園
貿
易
論
」
と
し
、
己
れ
に
第
二
十
五
章
「
植
民
地
貿
易
論
」
を
加
え
、
次
に
第
十
九
章
「
貿
易
路
の
激
愛
論
」
に
第
三

十
一
章
「
機
械
論
」
を
加
え
る
。
後
は
租
税
論
白
一
第
八
章
、
第
九
章
、
第
十
章
、
第
十
一
輩
、
第
十
二
章
、
第
十
三
章
、
第
十
四
章
、

第
十
五
章
、
第
十
六
章
、
第
十
七
章
、
第
十
八
章
、
第
二
十
二
章
、
第
一
一
十
三
章
を
た
ら
ベ
、
第
十
八
章
「
救
貧
税
」
に
第
二
十
九
章

「
生
産
者
む
玄
梯
う
租
税
」
と
第
二
十
六
章
の
「
綿
牧
入
と
純
収
入
」
を
加
え
丸
。

】

) 

P
E
H品
。
.
国
立

E
2
1
E
a
司。

Z
E』
担
当
皇
官
同

-
a
q開
門
・
同
・
白
身

E
E
F可
。
向
日
吉
川
可
回
虫
昌
・
弔

'
M
2
F
l
Z
S
H

と
こ
ろ
で
「
経
済
墜
原
理
」
は
債
値
諭
の
章
よ
り
始
ま
る
。
分
配
諭
は
債
値
諭
主
基
礎
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
章
「
地

代
論
」
は
第
三
章
の
「
鎖
山
地
代
論
」
を
も
含
め
て
第
一
章
「
債
値
諭
」
の
蓮
践
で
あ
り
、
債
値
の
木
論
に
封
す
る
補
論
の
第
一
で
あ

る
o

第
二
章
白
勢
頭
の
書
出
し
も
「
し
か
し
な
が
ら
(
以
下
の
黙
に
つ
い
て
)
芳
察
す
べ
き
問
題
が
残
っ
て
い
る
、
」
と
在
っ
て

い
る
。
リ
カ
ア
ド
オ
の
「
経
済
島
原
理
」
の
原
稿
は
、
最
初
章
別
な
し
に
書
き
遇
さ
れ
、
章
別
は
執
筆
を
終
っ
て
か
b
後
、
と
こ
ろ
に

よ
っ
て
は
印
刷
中
の
検
正
刷
を
と
り
な
が
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
第
二
章
「
地
代
論
」
の
記
越
は
第
一
章
「
債
値
論
」
に
直
結
し

τ

い
た
と
息
わ
れ
ム
。
地
代
論
の
勢
一
間
に
考
察
す
べ
き
問
題
と
い
う
の
は
、
や
は
り
債
値
比
闘
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
地
代
が
剖
民
生
す
る

と
、
モ
の
こ
と
が
生
産
に
必
要
な
る
勢
働
量
と
は
別
に
、
商
品
の
相
謝
債
値
に
繍
型
化
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
己
と
で
あ
る
。
こ

の
問
題
を
解
く
に
づ
い
て
リ
カ
ア
ド
オ
は
地
代
の
本
質
と
そ
の
騰
落
を
支
配
す
る
法
則
を
研
究
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
o

己
の
研
努
の

結
果
、

H
カ
ア
ド
オ
が
到
達
し
た
解
答
は
、
農
産
物
の
相
封
債
値
も
そ
の
生
産
に
必
要
な
勢
働
主
に
よ
っ
て
決
定
す
る
の
で
あ
っ
て
、

U
J

力
ア
ド
オ
の
担
持
率
鶴
系

第
七
十
八
谷

三
五
三

第
五
鶴

フエ



リ
カ
ア
ド
オ
の
経
済
事
韓
請

第
七
十
八
谷

=一五四

第
五
撹

O 

地
代
が
褒
生
し

τも
、
そ
れ
に
よ
っ
て
援
更
を
蒙
る
と
と
は
な
い
と
い
う
白
で
あ
っ
た
。
ナ
な
わ
ち
「
原
生
産
物
の
比
較
的
債
値
が
な

芭
騰
貴
す
る
か
と
い
う
理
由
は
、
そ
れ
が
得
ら
れ
る
最
終
部
分
の
生
産
に
一
居
多
く
白
勢
働
が
授
ぜ
ら
れ
る
か

b
て
あ
っ
て
、
地
主
に

1

毅
物
は
地
代
が
支
捕
わ
れ
る
か

b
高
H

D
て
は
な
く
、
穀
物
が
一
向
い
か
ら
地
代
が
支
梯
わ

地
代
が
支
姉
わ
れ
る
か
ら
ぞ
は
な
い
よ

と
設
か
れ
た
2
0

こ
れ
よ
り
地
代
白
建
生
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
債
値
白
原
則
は
貰
か
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

れ
る
り
て
あ
る
」
、

〆

た。
H)
内
向
叫
冨
君
。
円
『
乱
闘
困
E
E
9
F
E
E】

P
田
町
。
円
宮
内
C
O
B
-
]
者

芦

E
E
H
2・

回

)JHd宮
司
o
h
r
a
F
E
H白
9
H
t
司
・
」

1
f
小
泉
信
三
曹
、

(
上
)
、
六
回
頁

第
四
章
つ
自
然
債
格
と
市
場
債
格
」
も
、
債
値
の
本
論
に
封
す
る
第
二
心
補
論
で
あ
る
。
侵
値
の
原
理
的
説
明
は
、

長
期
的
傾
向
を
示
す
が
、
乙
れ
は
現
貨
に
短
期
的
一
時
的
師
団
化
が
現
わ
れ
る
と
と
を
妨
げ
た
い
と
い
う
こ
と
が
、
補
論
さ
れ
て
い
る
白

ぜ
あ
る
。
す
も
仙
わ
ち
商
品
白
債
値
が
、
そ
白
生
産
に
必
要
な
努
働
の
和
樹
量
に
よ
っ
て
決
定
す
る
と
い
う
原
則
士
た
て
る
に
つ
い
て
、

一
般
に
債
格
D

「
わ
れ
わ
れ
は
諸
商
品
の
現
貨
債
格
あ
る
い
は
市
場
債
絡
が
乙
白
、
そ
の
木
古
体
的
自
然
的
償
格
か
ら
の
偶
然
的
一
時
的
偏
差
を
否
定
す

る
と
思
わ
れ
て
は
た
ら
左
い
」
、
と
第
四
章
を
訟
き
起
し
て
い
る
。

H)
且

吋

ro
唱。
H
r
u
a
何回

E
E
P
F
H
Y
∞P
小
泉
語
、
(
上
)
、
入
。
頁

第
四
章
は
倶
値
法
則
の
貫
徹
士
明
ら
か
に
す
る
の
に
、
競
争
を
混
じ
て
市
場
債
格
が
自
然
債
格
に
一
致
す
る
こ
と
を
説
く
が
、
己
れ

は
後
白
理
論
護
展
に
二
つ
の
重
要
な
契
機
を
興
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、

ζ

と
て
千
均
利
潤
率
を
説
く
と
と
に
よ
り
、
第
六
章
「
利

潤
論
」
に
濯
な
り
、
そ
の
三
は
、
競
雫
に
よ
る
市
場
債
格
白
一
費
動
を
設
く
こ
と
に
よ
り
、
第
三
十
章
D

「
需
要
供
給
諭
L

K
連
友
る
。

第
十
九
章
白
「
貿
易
路
に
治
け
る
激
務
」
も
、
競
品
ず
に
闘
す
る
問
題
と
し
て
と
と
に
連
な
る
も
出
り
で
あ
る
。



分
阻
論
は
債
値
論
を
基
礎
と
し
、
そ
の
護
展
と
し
で
設
か
れ
で
い
る
。
そ
の
う
ち
、
ま
ず
地
代
論
は
債
値
論
に
直
績
し
、
そ
の
補
論

と
し
て
第
二
章
ノ
し
設
か
れ
た
。
地
代
は
農
産
物
の
債
格
形
成
心
結
果
と
し
て
生
ず
る
も
の
ゼ
あ
っ
た
。

賃
金
は
、
第
同
章
。
「
自
然
債
格
治
よ
ぴ
市
場
債
格
に
づ
い
て
」
に
つ
づ
一
h
て
第
豆
章
て
設
か
れ
、
一
般
商
品
の
自
然
債
格
と
市
場

債
格
に
封

L
、
そ
の
特
殊
の
場
合
て
あ
り
、
従
っ
て
と
れ
を
混
じ
慎
値
論
に
結
ぼ
れ
て
い

b
o

原
稿
整
理
陀
つ
加
て
の
一
ス
ラ
y

フ
ァ
白

考
詮
に
よ
っ
て
も
、
第
四
章
と
第
五
章
は
も
と
も
と
同
一
章
で
あ
っ
た
と
h
う
川
、
と
れ
は
理
論
土
も
推
論
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

】

) 

n
同・司
H
，v
o
d
司。同庁印。
H

F

R
白色。
-
F
E
H件。同一切白骨。山口
b
A
E耳目》司

M
E
E
=

利
潤
論
は
賃
金
論
に
晴
樹
加
て
、
第
六
章
ゼ
述
べ
ら
れ
℃
い
る
。
リ
カ
ア
ド
オ
の
利
潤
諭
は
、
利
潤
率
平
均
化
論
と
利
潤
率
低
下
論
を

内
容
と
し
、
前
者
は
上
述
の
主
う
に
第
四
章
「
自
然
債
格
お
よ
び
市
場
債
格
論
」
に
お
hv
て
設
さ
、
第
六
章
は
利
潤
卒
低
下
論
を
主
と

し
、
決
の
上
う
に
説
生
起
し
て
い
る
。
日
〈
、
「
種

F々

た
用
途
に
h
d

け
る
資
本
由
利
潤
が
相
互
に
比
例
士
保
ち
、
ま
た
す
べ
て
同
じ
程

度
氏
、
同
じ
方
向
に
艶
動
す
る
傾
向
を
有
す
る
こ
と
は
す
で
陀
示
さ
れ
た
か

b
(
こ
れ
は
第
四
章
て
)
、
わ
れ
わ
れ
に
残
る
と
こ
ろ
は
、

利
潤
率
。
永
続
的
廃
動
、
お
よ
び
そ
の
結
呆
生
ず
る
利
子
卒
の
永
績
的
援
動
化
白
原
因
が
何
て
あ
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
ゼ
あ
る
L
、

と
。
己
れ
は
内
容
上
も
賃
金
論
に
直
結
す
る
。
と
い
う
の
は
利
潤
率
む
丞
明
的
低
下
の
原
因
は
、
賃
金
の
永
続
的
騰
貴
に
あ
る
と
考
え

ら
れ

τ
い
る
か

b
て
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
リ
カ

7
F
オ
の
利
潤
論
に
は
、
利
潤
の
木
質
あ
る
い
は
源
泉
が
設
か
れ
て
い
な
い
己
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
昔
か
ら

H
カ
ア

rオ
研
究
者
の
聞
に
語
い
て
議
論
さ
れ
て
阿
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
利
潤
は
す
で
に
債
値
の
成
立
を
説
〈
の
に
前
提

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
後
に
至
り
ど
こ
に
も
利
潤
の
成
立
を
訟
く
場
所
が
左
い
わ
け
、
で
あ
る
。
そ
と
て
重
要
に
な
る
の
は
、
再

生
産
論
白
う
ち
に
お
け
る
分
配
論
の
位
置
で
あ
る
。
リ
カ
ア

F
オ
の
利
潤
論
は
凡
打
配
論
の
結
論
的
部
介
て
あ
る
が
、
介
聞
論
、
乞
債
値
論

wJ
カ
ア
ド
オ
の
経
済
事
樺
系

第
七
十
八
巻

三
主
五

第
五
欝



D
カ
ア
ド
オ
の
紹
静
事
随
系

第
七
十
八
巻

主
六

第
五
混

の
上
に
お
い
て
訟
く
こ
と
は
、
八
灯
配
論
の
結
論
と
さ
れ
て
い
る
利
潤
援
動
論
を
、
再
免
産
の
過
程
の
〉
っ
ち
に
ゐ
い
て
規
定
す
る
こ
と
ぞ

た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
こ
れ
は
資
本
主
義
的
再
生
直
院
の
温
程
陀
治
い
て
形
成
宮
れ
る
剰
飴
債
個
、
す
な
わ
ち
H
カ
ア

F
オ
の
い
わ
ゆ
る
純

収
入
と
、
ぞ
れ
に
謝
比
さ
れ
る
綿
収
入
の
問
題
と
し
て
、
不
完
登
志
が
ら
第
一
一
十
六
章
に
現
わ
れ
て
い
る
o

こ
の
第
二
十
六
章
は
分
配

論
に
つ
づ
い
て
扱
わ
れ
る
べ
き
ぞ
あ
っ
た
ろ
う
。

第
七
章
の
「
外
闘
貿
易
論
」
は
、
リ
カ
ア
ド
オ
の
使
値
治
則
一
ぞ
基
礎
と
す
る
理
論
陣
系
イ
は
、
限
界
の
問
題
L

し
な
っ
て
い
る
。
債
値

決
則
は
、
商
品
ぽ
か

b
て
た
〈
、
安
本
と
野
働
と
が
閏
由
に
移
動
し
た
り
る
し
ム
己
ろ
の
闘
民
鮮
済
内
に
沿
い
て
、
そ
の
ま
ま
質
現
す
る
の

で
あ
る
が
、
資
本
と
第
働
と
が
自
由
に
移
動
し
た
い
園
際
聞
に
は
そ
の
ま
ま
寅
現
し
た
い
。
己
心
闘
際
関
係
の
場
面
J

し
は
持
働
償
値
決

則
は
ど
う
左
る
の
か
。
友
く
友
る
の
か
、
歪
ん
で
現
わ
れ
る
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
園
に
沿
い
て
勢
働
債
値
訣
則
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
設

い
た
の
だ
か

b
、
そ
恥
が
図
際
問
の
貿
易
に
沿
い
て
、
ど
の
よ
う
た
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
る
か
が
、
研
境
古
れ
た
け
れ
ば
在

b
ぬ
の
だ

が
、
リ
カ
7
ド
オ
の
外
園
貿
易
論
て
は
、
と
の
場
面
に
お
い
て
は
勢
働
倶
値
設
が
消
滅
す
る
と
設
か
わ
、
と
れ
ば
後
世
の
研
究
に
残
さ

れ
た
わ
け
ゼ
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
F
カ
ア

F
オ
の
償
値
法
則
か
ら
い
え
ば
、
己
れ
は
庭
用
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
も
と

の
第
七
章
は
、
第
二
十
五
章
の
「
植
民
地
貿
易
に
つ
い
て
」
と
と
も
に
、
前
に
樹
立
さ
れ
た
原
理
の
車
な
る
隠
用
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ

て
い
る
。

第
八
章
以
下
D
租
税
論
の
一
長
い
紋
越
は
、
原
理
論
の
具
閥
的
、
政
策
的
左
際
用
問
題
の
研
究
て
あ
る
。

リ
カ
ア
ド
オ
の
貨
幣
諭
は
樫
系
上
明
確
て
な
い
。

F
・
グ
イ
ン
シ
イ
は
、
第
二
十
七
章
「
通
貨
と
銀
行
忙
つ
い

τ」
は
、
経
済
串
の
一

他
の
部
分
か

b
隔
障
さ
れ
て
い
る
と
並
べ
、
マ
ル
ク
ス
も
金
〈
孤
立
し
て
い
る
と
設
悼
て
い
る
。
伎
の
一
経
済
商
学
研
努
は
貨
幣
問
題
か
ら

始
め
ら
れ
た
が
、
貨
幣
諭
は
慌
系
的
叙
述
た
く
し
て
終
っ
た
。
伎
の
一
研
境
の
結
某
は
安
物
的
関
係
に
重
駄
が
お
か
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
貨



幣
的
分
析
ぞ
は
な
h
v
o

貨
幣
論
白
位
置
に
つ
い
て
、
慣
値
諭
は
貨
幣
論
の
基
礎
に
な
っ
て
い
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
マ
ル
グ
ス
経
済
準

。
一
償
値
形
態
論
に
あ
た
る
も
D
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
り
鮪
陀
つ
い
て
、

「
リ
カ

7
F
オ
は
使
値
を
決
定
す
る
弊
働
と
貨
幣
と
の
闘

連
主
、
し
た
が
っ
て
己
の
勢
働
が
貨
幣
と
し
て
現
わ
れ
な
け
れ
ば
な

b
ぬ
と
h
う
こ
と
を
理
解
し
た
い
。
彼
は
、
し
た
が
っ
て
商
品
。

交
換
債
値
が
勢
働
時
間
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
、
貨
幣
形
成
に
ま
で
進
ん
て
ゆ
く
商
品
の
必
然
性
と
白
間
白
閥
濯
を
全

〈
理
解
し
左
い
。
リ
カ
ア
ド
オ
の
誤
っ
た
貨
幣
論
は
、
と
と
か
ら
生
ず
か
」
、

と
説
い
て
い
る
c

リ
カ
ア
ド
オ
に
お
け
る
貨
幣
債
値
の

決
定
は
、
勢
働
債
値
読
に
よ
る
地
金
D
債
値
決
定
と
、
貨
幣
数
量
の
増
減
に
よ
る
債
値
の
騰
落
白
一
一
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
こ
れ
が

一
般
商
品
白
閏
然
債
格
と
市
場
債
格
と
の
関
係
と
同
じ
事
情
に
ゐ
か
れ
て
い
る
。

同)ロ
n
吊
耳
目

2
・
4
E
C
Z
-
m
f
H
-
R
F
召
・
島
・
印
-
F

回
)
宮
関
与

3唱
。

F
回
目
改
謹
批
版
、
圭
集
、
第
九
巻
、

五
頁
。

最
後
に
、
後
世
陀
重
大
志
問
題
を
残
し
た
第
三
十
一
章
「
機
械
に
つ
い
て
」
は
、
他
の
諸
章
と
い
か
な
る
関
連
を
有
す
る
で
あ
ろ
う

か。

T

ル
ク
ス
は
こ
の
章
を
も
づ
て
第
豆
章
の
「
賃
金
論
」
と
第
六
章
の
「
利
潤
論
」
の
盟
友
る
付
録
に
す
ぎ
な
い
と
い
っ
て
い
る
が
、

と
れ
は
左
る
ほ
ど
直
接
に
は
労
働
力
の
需
要
の
問
題
と
し
て
己
白
一
一
章
に
結
び
つ
く
け
れ
ど
も
、
資
本
棒
成
の
同
型
化
を
中
心
と
し
た
全

瞳
的
な
再
生
産
む
問
題
と
し
て
、
債
値
論
と
離
し
え
な
い
郁
分
て
あ
る
。

d

y

ナ

1
は
「
機
械
論
」

D
章
は
第
十
九
章
「
貿
易
路
に
わ

け
る
激
捷
」
の
次
に
治
か
る
べ
き
己
と
を
説
い
て
い
る
。
第
十
九
章
に
は
す
で
に
新
し
い
ド
機
械
白
採
用
の
影
響
士
説
い
て
い
る
か
ら
、

第
三
十
一
章
と
閥
係
は
あ
る
が
、
前
者
て
は
主
と
し
て
資
本
の
自
由
移
動
の
可
能
不
可
能
よ
り
生
ず
る
問
題
を
扱
い
、
需
要
供
給
論
に

縁
の
深
い
も
の
で
あ
る
に
謝
し
、
後
者
ゼ
は
資
本
構
出
曜
の
師
型
化
に
重
射
が
お
か
れ
、
再
生
産
に
直
接
の
関
係
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
よ

P 
J 
O 

P
力
ア
ド
オ
の
経
静
皐
極
革

第
七
十
八
巻

豆

じ

第
五
抵



9
力
ア
ド
オ
の
経
済
事
腫
系

事
七
十
八
魯

互王
/九

第
五
漉

国

C
H
E
S
F
司

R
Hも
F
m
-
S
出
・
口
・
同
・
。
自
主
且
件
。
貝

E
E
E
S
F身
、
句
Z
E

リ
カ
ア

F
オ
D

「
経
済
事
原
理
」

D
主
要
た
諸
章
は
、
以
上
白
ょ
う
た
関
連
を
も
っ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
が
、
こ
れ
b

D
諸
章
を
順

を
追
っ
て
跡
づ
け
た
だ
け
で
は
、
賠
系
的
な
も
の
は
理
解
さ
れ
な
い
。
し
か
し
彼
の
経
済
準
金
障
を
見
渡
す
と
、
そ
こ
に
一
貫
し
た
煙

系
的
な
も
D
が
あ
っ
た
己
と
は
否
定
て
き
怠
い
。
そ
れ
は
八
月
限
前
開
系
て
は
な
い
。
分
配
論
は
彼
の
最
大
の
研
究
明
問
題
で
あ
っ
た
が
、

彼
の
経
摘
皐
閥
系
は
分
回
論
の
閥
系
に
つ
き
る
も
の
ゼ
は
な
い
。
彼
白
経
済
事
研
究
全
開
を
遁
じ
て
、
と
う
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
理
論
閥
系
は
ど
の
よ
う
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

η
ノ
井
ア
ド
経
済
墜
の
阻
日
系
化

H
カ
7
F
オ
の
経
済
閥
単
閥
系
は
、
産
業
批
曾
白
護
展
法
則
を
中
心
と
し
た
生
産
カ
D
自
己
運
動
の
、
動
態
的
煙
系
て
あ
る
。

n
y
カ
7
F
庁
ぞ
は
、
経
済
活
動
を
起
さ
せ
る
安
極
心
事
情
は
、
宮
の
生
震
に
あ
る
o

官
白
生
産
を
規
定
す
る
人
間
的
事
情
は
、
債
値

法
則
て
あ
る
。
官
と
償
値
は
巌
別
さ
れ
怠
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
己
れ
は
「
経
済
墜
原
理
」
第
二
十
章
に
詳
し
〈
設
か
れ
て
い
る
。
人
の
貧

官
、
官
白
程
度
は
、
ス
ミ
ス
の
い
う
ど
う
に
人
間
生
活
の
必
要
品
、
便
利
口
問
治
よ
び
娘
紫
品
を
享
受
し
う
る
程
度
い
か
ん
に
よ
っ
て
定

ま
る
。
と
れ
に
酎
し
債
値
は
豊
富
に
Z
っ
て
定
ま
る
の
て
な
く
、
生
産
の
難
易
に
上
っ
て
定
ま
る
。
製
謹
業
に
治
け
る
百
高
人
の
人
聞

の
勢
力
は
、
つ
ね
に
同
一
白
債
値
を
生
産
す
る
が
、
し
か
し
必
ず
し
も
同
一
の
宮
を
生
産
し
た
い
で
あ
ろ
う
。
機
械
白
裂
明
に
よ
り
、

熟
練
白
進
歩
に
よ
り
、
工
り
よ
い
分
業
に
よ
り
、
あ
る
い
は
よ
り
有
数
な
交
換
。
行
わ
れ
る
よ
う
な
新
市
場
の
稜
見
に
よ
ヲ
て
、
社
合

の
あ
る
敗
態
の
も
と
に
お
け
る
百
詩
人
の
人
間
は
、
他
の
般
態
白
も
と
に
沿
い
て
生
産
し
う
る
べ
き
宮
、
す
な
わ
ち
「
必
要
品
、
便
利

品
治
よ
び
娯
紫
品
」
の
二
倍
ま
た
は
三
倍
の
額
を
生
産
す
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
し
か
し
償
値
は
そ
の
た
め
に
少
し
も
増
加
し
た
い
て
あ



ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
あ

b
ゆ
る
も
の
白
債
値
は
、
モ
白
生
産
の
難
易
に
均
例
し
て
、

h

h
か
え
れ
ほ
そ
の
生
産
上
に
使
用
き
れ
る
努
働

量
に
比
例
し
て
騰
落
す
る
か
ら
ゼ
あ
る
。

園
富
は
個
人
白
宮
白
総
計
て
あ
る
か
ら
、
世
合
金
踏
の
享
受
す
る
商
品
量
が
同
一
場
て
あ
る
左
ら
ば
、
あ
る
個
人
が
そ
の
主
り
多
く
を

狽
占
す
る
と
と
は
、
そ
の
個
人
の
富
を
増
加
せ
し
め
る
が
、
そ
れ
だ
け
他
白
人
を
貧
し
く
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

園
宮
を
増
進
す
る
に
は
、
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
第
一
は
、
収
入
白
よ
り
大
友
る
部
分
を
生
産
的
勢
働
白
維
持
に
使
用
す
る
己
と
に

上
っ
て
増
加
さ
札
る
。
と
れ
は
単
に
商
品
白
数
量
を
増
加
さ
せ
る
ば
か
り
ぞ
恋
〈
、
そ
む
償
値
を
も
柑
加
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
、

追
加
勢
働
量
を
使
用
す
る
己
と
た
く
、
同
一
量
の
品
目
働
を
一
居
生
産
的
た
ら
し
め
る
こ
と
陀
よ
っ
て
、
増
如
さ
せ
る
白
て
あ
る
。
己
れ

は
商
品
の
竪
官
主
温
加
ナ
る
が
、
モ
白
債
値
は
温
加
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

己
の
二
つ
の
方
法
は
、
再
生
産
の
抽
出
行
陀
異
な
る
放
果
を
生
ず
る
。
第
一
の
場
合
に
は
、
一
園
は
官
む
よ
う
に
在
る
が
、
そ
白
富
田

債
値
も
ま
た
増
如
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
白
図
は
伶
約
に
よ
り
、
そ
の
資
津
品
と
享
喋
品
に
劃
す
る
支
出
を
減
少
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
貯
蓄
を
再
生
産
に
使
用
す
る
己
と
に
よ
り
、
富
む
よ
う
に
た
る
の
で
あ
る
。

第
二
白
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
質
調
陣
品
中
享
無
品
に
針
す
る
支
出
の
減
少
も
、
使
用
せ
ら
れ
る
生
産
的
野
働
白
量
心
増
加
に
よ
る
と

と
も
な
く
、
た
だ
同
一
労
働
を
も
っ
て
、
よ
り
多
く
白
も
白
が
生
産
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
宮
は
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
債
値
は
檎

加
し
な
い
て
あ
ろ
う
。
富
を
増
進
せ
し
め
る
こ
の
二
つ
の
方
法
?
っ
ち
、
後
者
は
第
一
の
方
法
に
必
ず
伴
わ
ざ
る
を
え
な
h
依
乏
と
享

燃
の
減
e
少
た
く
し
て
、
同
一
白
結
果
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
己
れ
を
優
れ
て
い
る
と
し
在
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
リ
カ

7
F
オ
は
考

え
た
。

H 
) 

m
E号、

E
F
o
F
E
E
-
E
a
E号
色
開
自
。

a-=。当。円
F
Fご
'
E・
g-M叶

F

小
泉
課
、

(
下
)
、
七
一
三
頁
。

ヲ
カ
ア
ド
オ
の
経
済
串
曲
目
系

第
七
十
λ
巻

五

九

第
五
掠

五



uJ
カ
ア
ド
オ

O
経
湾
皐
樫
系

第
七
十
八
番

プ可。
第
五
掛

~ 〆、

己
己
に
リ
カ

T
F
オ
は
圏
富
白
増
進
と
い
う
ス
ミ
ス
的
課
題
白
解
決
を
と
り
上
げ
、
勢
働
生
産
力
、
債
値
と
使
用
債
値
、
再
生
産
白

理
論
を
韓
系
的
に
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
の
ず
か
ら
資
本
な
ら
び
に
資
本
蓄
積
の
理
論
に
護
展
す
る
わ
け
で
あ
る
。

uJ
え
ア
ド
オ
に
よ
れ
ば
、
資
本
と
は
一
園
の
官
の
う
ち
将
来
白
生
産
を
目
的
と
し
て
使
用
せ

b
れ
る
郁
分
ぜ
あ
っ
て
、
官
と
同
一
白

方
法
を
も
フ
て
増
加
せ
し
め
う
る
も
白
て
あ
る
。
迫
加
資
本
は
、
そ
れ
が
熟
練
と
機
織
に
お
け
る
進
歩
に
よ
っ
て
得
b
れ
た
る
と
、
よ

り
多
く
白
牧
入
を
再
生
産
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
b
れ
た
る
と
を
問
わ
ず
、
将
来
白
宮
白
生
産
に
お
い
て
等
し
く
有
数
て
あ
ろ

う
官
白
増
進
が
資
本
主
義
的
に
行
わ
れ
る
に
つ
い
て
、
資
本
蓄
積
は
上
の
こ
っ
白
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
リ
カ

7
F
オ

は
「
原
理
」
第
二
十
一
章
に
お
い
て
こ
の
資
本
蓄
積
を
、
利
潤
お
よ
び
刺
子
と
D
関
係
の
勲
よ
り
訟
い
て
い
る
。
と
こ
で
は
普
通
に
費

本
蓄
積
白
調
和
的
進
行
が
、
セ
イ
法
則
む
是
認
に
よ
っ
て
設
か
れ
て
い
る
と
と
が
注
意
せ

b
れ
る
の
ゼ
あ
る
が
、
セ
イ
法
則
は
ス
ミ
ス

白
利
潤
率
低
下
論
の
批
判
と
し
て
特
出
さ
れ
て
い
る
己
と
を
看
過
し

τは
な
ら
ぬ
。

ス
ミ
ー
の
見
解
と
い
う
白
は
、
同
一
産
業
内
に
沿
い
て
も
、
同
一
世
舎
内
白
諸
種
白
産
業
の
聞
に
b
い
亡
も
、
資
木
蓄
積
が
増
進
ナ

る
と
、
競
争
が
激
し
く
左
り
、
利
潤
率
は
低
下

F
る
傾
向
を
生
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
劃
し
リ
カ
ア

F
オ
の
主
張
は
、
賃
金

を
騰
貴
せ
し
め
る
何
b
か
の
丞
相
的
原
因
が
た
い
ド
か
ぎ
り
、
資
本
蓄
積
は
永
績
的
に
利
潤
率
を
低
下
せ
し
め
る
も
の
で
は
た
い
、
と
い

う
に
あ
る
。
セ
イ
法
則
は
、
こ
れ
と
の
閥
連
に
お
い
て
是
認
さ
れ
て
い
る
白
て
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
賃
金
の
永
領
的
騰
貴
を
無
関
し
て
資

本
蓄
積
白
進
行
士
説
い
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
利
潤
卒
は
低
下
し
な
い
。
資
本
が
増
加
す
る
と
同
時
に
、
資
本
に
よ
っ
て
回
目
さ
れ
る
仕

事
も
ま
た
同
じ
比
例
主
も
っ
て
増
加
す
る
の
で
、
こ
の
射
て
は
セ
イ
白
誘
く
ご
と
く
消
費
と
生
産
、
需
要
と
供
給
は
調
和
し
、
園
内
に

お
い
亡
使
用
し
え
ら
れ
ぬ
資
木
額
は
な
く
、
資
本
蓄
積
は
矛
盾
な
し
に
進
行
す
る
の
で
あ
る
。
ロ
カ

7
F
オ
が
セ
イ
法
則
を
是
認
す
る



の
は
、
賃
金
白
永
僚
的
騰
貴
を
無
闘
し
て
設
か
れ
た
利
潤
率
低
下
諭
に
封
ず
る
も
の
で
あ
っ

τ、
H
カ
ア

F
f
と
し
て
は
利
潤
率
低
下

を
設
〈
の
に
、
賃
金
の
永
践
的
隙
買
を
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
賀
際
彼
は
賃
金
の
騰
貴
に
よ
り
、
利
潤
傘
白
低
下
傾
向
セ
説

い
た
の
て
、
セ
イ
法
則
モ
の
も
の
を
無
保
件
K
重
要
視
し
た
わ
け
ぞ
は
な
い
。
生
産
と
消
費

ω調
和
を
認
め
た
と
い
っ
て
も
、
現
買
に

は
資
本
蓄
積
と
と
も
に
、
賃
金
の
騰
貴
に
よ
り
利
潤
葎
の
低
ド
は
進
行
す
る

ω
て
、
と
れ
は
静
態
的
均
衡
で
な
く
流
動
的
均
衡
、
し
か

も
一
定
の
傾
き
を
も
っ
た
流
動
的
均
衡
で
あ
り
、
ま
た
モ
れ
は
無
限
の
進
行
て
も
仏
く
、
一
円
見
臼
限
界
が
認
め

b
れ
て
い
た
。

】
) 

E
B
E
G
-
。
明

9
C
田
y
M
g
l
M
呂
、
小
泉
語
、

下
)
、
二
二
二
六
頁
。

資
本
蓄
積
心
矛
盾
は
、
後
さ

b
k
再
検
討
を
要
す
る
問
題
と
た
っ
た
。
と
れ
は
機
械
諭
の
問
題
で
あ
っ
て
、
資
本
蓄
積
が
進
"
が
、
機

械
が
採
用
さ
れ
改
良
さ
れ
て
、
安
本
構
成
が
繭
型
化
す
る
己
と
よ
り
生
ず
る
矛
盾
的
数
回
却
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
研
究
は
一
九
一

七
年
の
「
原
理
」
白
執
筆
の
と
き
に
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
九
一
一
一
年
の
そ
の
第
三
版
出
版
の
と
き
、
第
一
ニ
十
一
章
「
機
M

刊
に
つ
い

て
」
と
し

τ温
補
さ
れ
た
と
ζ

ろ
で
、
乙
れ
は
元
来
第
二
十
一
章
に
つ
づ
き
、
資
本
蓄
積
の
問
題
?
っ
ち
で
設
か
る
べ
き
も
白
て
あ
っ

た。
以
上
白
よ
う
に
リ
カ
ア
F
オ
盟
系
の
基
盤
は
、
生
産
論
で
あ
っ
て
、
己
れ
は
古
典
経
済
撃
の
停
統
て
あ
る
が
、
リ
カ

7
F
オ
は
償
値

論
を
確
立
す
る
と
と
に
よ
り
、
己
の
倖
統
的
基
盤
を
不
動
の
も
の
に
し
た
o

分
配
諭
は
と
の
基
盤
白
上
に
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。

リ
カ
ア

F
オ
の
分
間
論
は
、
賃
金
と
利
潤
む
相
反
関
係
論
を
骨
子
と

F
る
。
地
代
を
生
じ
な
い
限
界
土
地
に
お
け
る
農
産
物
償
値
は
、

賃
金
と
利
潤
と
に
分
閉
さ
れ
、
己
の
雨
者
は
相
反
関
係
に
立
つ
o

己
れ
は
も
と
よ
り
償
値
形
成
主
前
提
と
し
、
再
主
産
の
枠
白
う
ち
で

動
態
的
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

F
カ
7
F
オ
理
論
は
こ
心
単
純
た
分
析
に
童
黙
を
お
い
て
い
る
。
巴
の
分
析
に
重
駄
を
お
い
て
い

る
と
い
う
白
は
、
賃
金
と
利
潤
の
相
反
関
係
が
彼
心
分
析
の
柑
某
確
か
め
ら
れ
た
に
と
ど
ま
L
ず
、
こ
れ
が
複
雑
な
現
象
の
最
も
有
致

wJ
カ
ア
ド
オ
の
経
静
事
槌
系

第
七
十
λ
替

ーノ、

第
五
勤

七



w
p

か
ア
γ
オ
の
経
稗
串
瞳
系

第
七
十
八
巻

プミZ

第
五
践

i¥. 

な
る
分
析
用
具
と
し
て
、
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
リ
カ
ア
F
オ
分
析
」
の
焦
賠
は
こ
こ
に
あ
る
。
リ

カ
ア

F
r
が
ス
ミ
ス
や
マ
ル
サ
ス
に
封
し
℃
、
最
も
強
く
主
張
し
た
の
は
こ
白
介
析
て
あ
り
、
ま
た
こ
れ
よ
り
ぽ

b
ば
ら
な
リ
カ
ア

F

オ
U
紋
速
を
鰭
系
化
す
る
放
呆
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
己
の
姑
よ
り
リ
カ
ア
F
オ
白
「
原
理
」
は
形
式
上
鰹
系
的
て
な
い
と
は
い
え
、

主
れ
は
賢
質
上
第
一
飯
山
閥
系
的
仕
事
で
あ
る
と
Y

ュ
y
aへ
l
グ
ー
も
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
日
の
所
得
分
析
に
治
け
る
消
費
と
貯

蓄
の
闘
係
の
分
析
に
封
臨
す
る
。
南
者

ω分
析
は
そ
れ
自
身
具
な
る
意
味
を
有
す
る
が
、
そ
れ
以
上
に
リ
カ
ア
ド
ォ
分
析
は
倶
値
論
を

前
提
し
て

hv
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
H
と
こ
る
て
あ
り
、
こ
れ
が
リ
カ

7
F
r
分
析
を
本
質
分
析
た
ら
し
め
て
W
る
の
で
あ
る
。

] 

) 

】

出

orEZ旦
出
z
o
q
昆
加
。
。
E
E
5
E
M可
F
E
E
-
司
主

リ
カ
ア

F
オ
は
、
た
し
か
に
分
配
論
の
重
要
性
を
強
調
し
、
凡
打
配
理
請
を
詳
細
に
展
開
し
て
い
る
。

代
、
利
潤
島
工
び
賃
金
白
原
理
」
(
吋
宮
司
ロ
ロ
2
1虫
色

同

B
F
同

E
P
F弘
司
呂
由
)
と
し
て
執
筆
さ
れ
は
じ
め
た
。

れ
が
進
め

b
れ
る
に

υ

た
が
い
、
債
値
論
の
解
決
に
骨
折
ら
ざ
る
を
え
ず
、
一
度
び
債
値
論
が
確
立
す
る
と
、
分
配
論
は
債
値
諭
の
生

「
経
済
串
原
理
」
は
最
初
「
地

し
か
し
こ

産
論
的
基
盤
か
ら
説
く
こ
と
に
な
り
、
分
間
諭
以
外
の
問
題
も
設
か
た
け
れ
ば
、
研
裂
を
完
了
す
る
こ
と
が
て
き
ず
、
つ
い
に
「
経
済

問
宇
治
主
び
課
税
白
原
理
」
と
た
づ
た
の
ぞ
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
も
、
分
配
論
の
重
要
性
は
見
失
わ
な
か
っ
た
が
、
リ
カ
ア
ド
オ
が
分

配
論
を
な
ぜ
に
特
に
重
要
視
し
た
か
と
い
う
と
、
産
業
革
命
の
後
の
段
階
、
す
た
わ
ち
リ
カ
ア
ド
オ
の
時
代
に
b
h
v
τ
、
地
主
と
費
本

家
と
労
働
者
の
利
害
封
立
は
、
最
も
吉
一
大
在
る
質
際
問
題
と
な
り
、
モ
の
理
論
的
解
明
主
必
要
と
し
た
か

b
て
あ
る
。
原
理
論
に
お
い

て
も
、
リ
カ
ア
ド
オ
の
問
題
提
起
は
、
賢
際
の
必
要
と
閥
連
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
解
決
は
古
典
の
停
統
に
よ
り
、

債
値
論
か
ら
果
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
リ
カ
ア
ド
オ
櫨
系
は
単
純
に
介
阻
論
の
そ
れ
て
在
〈
、
生
産
諭
の
ょ
に
分
聞
論
を
展

関
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
分
配
諭
は
再
生
産
論
の
一
節
て
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
は
己
う
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
官



の
増
進
と
い
う
課
題
は
、
商
品
生
産
に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
が
、
勢
働
生
産
力
の
一
増
進
と
と
も
に
、
使
用
慣
値
と
債
低
の
矛
盾
が
現
わ
れ

る
。
資
本
主
義
的
商
品
生
産
が
行
わ
れ
る
と
、
資
本
音
問
積
は
そ
れ
自
身
行
詰
る
も
臼
て
は
な
い
が
、
こ
の
過
程
k
b
い
て
農
産
物
の
商

品
債
値
は
漸
女
騰
貴
し
、
こ
れ
が
分
配
上
二
つ
白
重
要
注
結
果
を
生
ず
る
。
そ
の
一
は
地
代
の
騰
貴
て
あ
担
、
そ
の
こ
は
賃
金
の
騰
貴

て
あ
り
、
モ
れ
は
ひ
い
て
利
潤
卒
の
低
落
と
い
う
結
果
を
生
ず
る
。
己
れ
が

H
カ
ア

F
オ
経
済
事
に
お
い
て
豆
要
注
分
配
現
象
て
あ
る

が
、
そ
れ
は
再
生
産
、
資
本
蓄
積
の
進
行
と
と
も
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
帥
閥
系
的
関
連
か

b
切
離
し
、
分
配
諭
を
そ
れ
自
身
と

し
て
い
わ
ゆ
る
三
位
一
檀
的
方
式
に
よ
っ
て
説
く
こ
と
は
、
リ
カ
ア
ド
オ
の
企
て
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
u

F
カ
ア
ド
オ
の
経
済
撃
を
、
分
配
論
も
ろ
と
も
に
流
通
論
の
揮
系
と
解
す
る
見
解
も
半
し
く
な
い
。
己
れ
は
ま
ず
日
カ
ア
ド
オ
債
値

論
を
稀
少
債
値
設
と
解
す
る
と
と
か
ら
附
設
す
る
。
ア
モ
ン
キ
カ
ッ
セ
ル
一
な
ど
の
リ
カ

7
F
オ
献
が
、
そ
れ
て
あ
る
。
'
稀
少
と
い
う
の

は
需
要
に
劃
す
る
供
給
白
相
射
的
稀
少
で
あ
っ
て
、
ア
そ
ン
の
リ
カ
ア
ド
オ
論
て
は
H
カ
ア
ド
オ
の
債
値
、
償
格
は
己
白
稀
少
に
ょ
っ

て
決
定
す
る
と
解
さ
れ
、
賃
金
、
利
潤
b
I
び
地
代
の
分
闘
も
債
格
現
象
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
稀
少
原
理
に
工
っ
て
決
定
す
る
と
解

さ
れ
た
。
己
の
解
緯
て
は
H
カ
ア
ド
オ
経
済
畢
は
単
純
に
流
通
論
白
煙
系
で
あ
っ
て
、
債
格
ば
か
り
で
な
く
、
債
値
も
分
配
も
す
べ
て

己
白
う
ち
に
牧
め

b
れ
る
の
で
あ
る
。

同
) 

色目

k
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・
〉

E
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F
自
己
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弘
m

出品門戸

E
L
R
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o
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E
Z
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F
S
O
E
g
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陸
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F

阿
部
・
帯
構
課
〉
人
頁
。

債
値
は
一
般
に
債
格
白
木
質
的
な
も
の
と
解
さ
れ
、
償
格
理
論
を
探
求
し
て
債
値
を
さ
ぐ
り
あ
て
る
よ
う
て
あ
る
。
債
値
法
則
は
債

格
を
終
局
的
に
規
定
し

τ
h
る
が
、
債
値
法
則
は
そ
れ
以
上
に
生
産
的
性
質
主
有
し
、
ま
た
分
配
を
も
終
局
的
に
規
定
し
て
hv
る
り
て

あ
る
。

F
カ
7
F
r
も
債
格
問
題
の
解
決
の
た
め
に
債
値
法
則
を
さ
ぐ
り
あ
て
た
が
、
債
値
の
研
究
が
裂
回
世
せ
し
め

b
れ
、
己
と
に

「
原
理
」
第
一
一
十
章
に
亘
る
と
、
債
値
の
生
産
的
性
質
を
否
定
し
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

9
カ
ア
ド
オ
の
経
済
皐
陸
系

第
七
十
八
砦

第
五
蛇

九



9
カ
ア
ド
オ
の
極
静
挙
睡
系

第
七
十
八
巻

ノ、
四

第
主
鵠

O 

同
) 

門
戸
叶
『

4
苦
肉
付
印
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同
国
』

B片
品

5
F
E
R
R
-切
目
可
。

E
a
M
O
P

】

M
Y
M
M
吋
出

稀
少
債
値
設
は
一
種
の
需
要
供
給
訟
で
あ
っ
て
、
ロ
カ
ア
F
オ
の
研
究
努
力
は
、
む
し
ろ
野
働
慎
値
訟
に
よ
り
こ
れ
を
破
り
、
基
礎

づ
け
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
債
格
に
つ
い
て
、
需
要
供
給
関
係
て
き
ま
る
と
こ
ろ
の
市
場
慣
格
以
上
に
、
自
然
債
格
を
も
考
え
た
の
は
、

単
純
に
需
要
供
給
白
均
衡
て
な
く
、
持
働
慣
値
陀
よ
る
生
産
上
の
規
定
を
重
要
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。

利
潤
と
利
子
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
今
日
の
経
済
塵
て
は
、
経
済
援
動
に
治
け
る
推
進
力
と
し
て
利
子
率
士
重
硯
す

る
も
の
が
多
く
、
貨
幣
論
的
経
済
事
、
流
通
主
義
的
櫨
系
を
生
じ
た
が
、
リ
カ
ア
F
オ
て
は
生
産
を
基
礎
と
す
る
利
潤
か
重
関
さ
れ
、

利
子
率
は
利
潤
の
指
標
と
し
て
扱
わ
れ
が
。

同

)
H
E
E
H
F
-二
宮
町
H
E
P
-
0
9
4司
君
F
H
-
司
凶
吉
見
詰
中
小
泉
課
、

(
下
)
、
三

O
頁
以
下
。

リ
カ
ア

F
オ
の
経
済
曲
学
問
系
は
、
勢
働
生
産
力
の
欝
展
が
生
み
出
す
諸
事
情
を
組
織
佑
し
た
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
そ
の
慢
系
は
調

和
的
投
静
態
の
贈
系
ぞ
な
く
、
盈
展
的
た
鯉
系
て
あ
る
。
セ
イ
法
則
は
、
一
般
に
批
判
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
単
純
商
品
生
産
の
閥
係

を
示
し
て
い
る
が
、
リ
カ

7
k
オ
閥
系
て
は
資
本
蓄
積
と
と
も
に
、
賃
金
白
一
際
費
と
利
潤
の
低
下
と
が
背
反
的
に
進
行
す
る
構
遣
が
措

か
れ
て
い
る
。

ハ
ロ
ッ

F
は
現
代
経
済
阜
の
問
題
貼
か
ら
リ
カ
ア
戸
オ
分
配
論
の
動
態
論
的
性
格
に
特
に
注
意
を
向
け
て
い
る
ロ
彼
の
経
済
的
申
て
は
、

経
済
問
中
者
の
第
一
の
仕
事
は
、
あ
る
一
時
黙
に
掻
い
て
生
産
物
が
生
産
要
素
の
間
に
げ
と
の
上
う
に
し
て
分
劃
さ
れ
る
か
を
決
定
す
る
こ

と
て
な
〈
、
生
産
物
が
生
産
要
素
の
問
に
ど
の
上
う
に
機
槙
し
て
再
介
配
き
れ
で
ゆ
く
か
を
知
る
巴
と
に
あ
る
。
モ
し
て
こ
の
場
合
本

来
的
な
推
准
力
は
蓄
積
へ
の
傾
向
で
あ
る
、
と
述
ベ
て
い
る
U

同
) 

何
回
国
自
。
P
4『。巧阻止
m
w
口
百
以
自
問
。
開
B
E
E
F
呂
志
"
℃
・

5
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荷
・
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木
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一
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し
か
し
己
の
動
態
的
進
行
に
は
限
界
が
考
え
ら
れ
た
。
賃
金
は
騰
貴
し
利
潤
は
低
下
し
て
も
、
利
潤
が
零
に
斗
な
る
ほ
ど
に
は
進
ま
な

い
。
利
潤
が
モ
れ
ほ
ど
ま
で
降
る
な
ら
ば
、
資
本
家
は
安
本
を
蓄
積
し
、
追
加
持
働
を
需
要
し
て
、
生
産
を
靖
迭
す
る
意
欲
を
も
た
な

〈
友
る
で
あ
ろ
う
か

b
、
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
段
階
に
至
る
と
資
本
蓄
積
も
停
止
す
る
の
だ
か

b
、
こ
こ
に
漸
く
静
態
が
現
わ

れ
る
わ
け
で
あ
る
。

同
)
同

E昔
、

E
苦

P
E音
色

E
E
F
O
E
3
君主乙・

1日

P
小
泉
曹
、

(上)、

ノ、
頁

リ
ヵ

7
F
オ
が
資
木
蓄
積
の
「
自
然
的
傾
向
」
を
遮
断
し
た
こ
と
は
、
理
論
上
重
大
な
意
味
を
生
ず
る
。
生
産
力
白
自
己
設
展
は
矛

盾
的
内
容
士
も
つ
の
で
あ
る
が
、
モ
れ
が
己
と
に
至
っ
て
遮
断
さ
れ
、
矛
盾
の
も
は
や
護
展
し
な
い
静
態
的
般
態
が
出
現
す
る
の
で
あ

り
、
矛
盾
的
、
設
展
的
構
泡
は
静
止
的
、
永
遠
的
問
zm
に
鎮
静
さ
れ
て
い
る
。
リ
刃
ア
ド
オ
の
普
通
的
煙
系
は
ζ

こ
に
あ
り
、
己
れ
は

Y

ル
ク
ス
の
歴
史
的
強
展
の
慌
系
と
具
た
る
と
己
ろ
で
あ
る
。
ヲ
カ
ア
ド
オ
時
系
て
は
封
鎖
さ
れ
た
る
動
態
、
護
展
が
あ
り
、
後
展
は

壁
比
ぶ
っ
つ
け
る
前
に
停
止
す
る
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
憾
系
て
は
登
艮
は
封
鎖
さ
れ
て

b
bず
、
資
本
蓄
積
の
進
行
と
と
も
陀
生

産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
は
披
大
し
、
そ
の
破
局
に
よ
り
関
係
は
排
詮
法
的
に
逝
轄
し
、
搾
取
者
が
搾
取
さ
れ
る
事
態
に
展
開
さ
れ
て

ゆ
く
の
ロ
カ
ア
ド
オ
経
済
的
世
も
「
陰
惨
科
曲
学
」
て
あ
り
、

「
悲
観
論
」
の
刻
印
を
治
さ
れ
た
と
は
い
五
、
資
本
主
義
的
中
南
積
が
自
壊
す

る
と
考
え
る
ほ
ど
に
悲
観
的
で
は
な
か
っ
た
。
己
れ
は
論
理
の
必
然
的
判
断
と
い
う
よ
り
も
、
希
望
的
観
察
て
あ
担
、
己
己
に
経
済
白

進
行
を
固
定
化
し
永
久
化

F
る
と
己
ろ
の
非
歴
史
的
観
察
白
立
場
が
あ
っ
た
。

リ
カ
ア
ド
オ
経
済
副
学
士
、
通
訟
の
い
う
よ
う
に
単
純
に
介
配
論
あ
る
い
は
流
通
論
白
煙
系
と
し
な
い
で
、
再
生
産
論
の
盟
系
と
解
す

る
と
と
は
、

p
カ
7
F
オ
経
済
撃
の
も
つ
「
産
業
進
歩
白
法
則
」
あ
る
い
は
「
繁
柴
論
」
と
も
関
係
を
も
っ
。
己
白
経
済
撃
で
は
、
進

歩
的
祉
舎
に
お
い
て
は
地
代
は
騰
貴
し
、
利
潤
は
下
落
し
、
賃
金
は
ほ
と
ん
ど
同
一
鮪
に
静
止
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
己
れ
は
逆

wJ
カ
ア
ド
オ
の
経
揮
皐
帥
盟
系

部
七
十
八
巻

六
五

第
五
掠



wJ
カ
ア
ド
オ
の
経
済
事
挫
系

第
七
十
八
巻

六
六

第
五
鵠

に
地
代
が
騰
貴
し
、
利
潤
が
下
落
し
、
賃
金
が
静
止
し
、
ワ
ま
り
介
配
関
係
が
そ
の
よ
う
に
襲
化
す
る
己
と
が
進
歩
的
だ
と
い
う
わ
け

て
は
な
く
、
資
本
蓄
積
が
進
み
、
生
産
が
増
進
す
る
か
ら
進
歩
的
た
白
で
あ
っ
て
、
分
配
山
愛
化
は
そ
の
進
行
白
う
ち
陀
現
わ
れ
る
白

て
あ
る
。
リ
カ
ア
下
オ
経
済
撃
は
、
経
済
を
己
白
よ
う
な
産
業
進
歩
白
法
則
鶴
系
に
沿
い

τと
ら
え
た
も
白
て
あ
る
。

】
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ロ「

り
カ
ア
ド
オ
経
済
墜
D
繁
柴
論
的
性
格
も
、
産
業
進
歩
由
貿
践
的
、
政
策
的
側
回
て
あ
る
。
土
地
所
有
で
な
く
、
産
業
資
本
白
伸
長

が
祉
曾
白
繁
柴
を
も
た
ら
す
所
以
だ
と
h
う
己
と
は
、
車
純
な
分
配
の
問
題
て
は
左
い
。
祉
舎
白
繁
柴
の
内
容
と
し
て
何
よ
り
も
使
用

債
値
、
宮
白
増
進
と
い
う
こ
と
が
、
債
値
論
を
基
礎
と
し
て
設
か
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
介
配
の
問
題
は
そ
の
後
に
出
て
〈
る
白
て
あ

る
。
前
述
白
よ
う
に
、

p
カ
ア
ド
オ
は
繁
柴
論
か

b
分
配
論
に
移
っ
た
と
M
V

う
パ
テ
ン
の
設
に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
正
し
い
と

し
て
も
、
債
値
論
的
基
礎
が
す
℃
ら
れ
て
h
r
h
u

わ
け
で
は
な
い
。

リ
カ
ア
ド
オ
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
λ

の
経
済
事
よ
り
皐
ぶ
と
乙
ろ
が
最
も
多
か
っ
た
。
も
と
よ
り
リ
カ
ア

F
オ
は
ス
ミ
ス
以
外
の
諸

聞
申
者
に
つ
日
目
て
も
研
賀
し
て
い
た
が
、
彼
白
経
済
事
の
基
礎
を
な
し
℃
い
る
の
は
、
ス
ミ
ス
経
済
墜
て
あ
っ
て
、
彼
は
「
園
富
論
」
よ

日
最
も
多
く
を
墜
ぴ
、
と
れ
を
批
判
し
登
展
さ
し
た
の
で
あ
る
。
リ
カ
ア
ド
オ
は
ま
さ
に
ス
ミ
ス
皐
徒
で
あ
っ
た
。
リ
カ
ア
ド
オ
経
済

撃
の
園
田
系
を
理
解
ナ
る
に
も
、
「
圏
富
論
」
の
盟
系
が
大
い
に
参
考
に
た
る
。

ス
ヲ
ッ
ア
ァ
は
「
原
理
」
白
執
筆
白
考
設
か

b
、
「
原
理
」
白
第
一
章
な
い
し
第
六
章
を
「
圏
富
論
」
白
第
一
編
第
五
章
な
い
し
第

九
章
と
比
較
し
、
モ
白
類
似
を
説
い
て
い
る
。
こ
白
調
慮
は
も
と
よ

p
偶
然
て
な
く
、
リ
カ

7
F
片
心
「
図
官
論
L

研
究
よ
り
蛍
然
白

己
と
で
あ
る
が
、
リ
カ
ア

F
オ
は
己
の
謝
隠
の
箇
所
以
外
に
、
「
岡
宮
論
」
の
他
の
部
分
に
も
無
関
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ス

ミ
ス
が
得
意
と
す
る
歴
史
的
た
研
究
は
、
リ
カ
ア

F
オ
は
得
意
と
せ
ず
こ
れ
に
立
入
ら
な
か
っ
た
が
、
理
論
上
必
要
な
部
分
は
よ
く
桧



「
閣
官
論
」
第
一
編
の
最
初
白
三
章
に
は
分
業
論
主
中
心
と
し
た
生
産
論
が
設
か
れ
て
い
る
が
、
リ
カ
ア
ド
オ
は
分
業

論
こ
そ
十
分
に
持
取
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
生
産
に
つ
い
て
の
必
要
理
箭
は
、
債
値
な
ら
び
に
資
本
蓄
積
の
問
題
解
決
り
う
ち
で
説

「
図
富
論
」
む
第
四
章
に
は
、
交
換
な
ら
び
に
貨
幣
の
恥
民
連
と
慣
値
の
問
題
射
が
設
か
れ
て
い
る
が
、
己
の
債
値
の

討
を
加
え
た
。

い
た
の
で
あ
る
。

一
般
と
し
て
リ
カ
ア
ド
オ
白
債
値
論
の
研
究
の
う
ち
に
入
り
、
彼
の
債
値

時
酬
は
使
用
債
値
と
交
換
慣
値
の
矛
盾
と
い
う
ス
ミ
ス
の
問
題
提
起
か
ら
続
き
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

3
4
E
4
4
R
F
R
E
E
F
H
色
E
r
E主
主
忌
且
署
員
己
l
国
2
・

リ
カ
ア
ド
オ
の
こ
の
研
究
の
進
め
方
は
、
生
産
論
を
抹
殺
し
た
か
の
外
相
献
を
奥
え
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
な
く
、
む
し
ろ
償
値
諭
を

説
明
は
第
五
章
の
倶
値
論
に
た
だ
ち
に
続
く
も
の
と
し
て
、

一
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
論
白
基
礎
を
固
め
た
の
ぞ
あ
る
。
け
だ
し
ス
ミ
ス
の
債
値
論
は
明
瞭
主
依
い
た
が
、
り
カ
ア
ド
オ
は

こ
れ
を
投
下
勢
働
債
値
設
に
明
確
化
す
る
こ
と
に
上
り
、
債
惰
の
形
成
は
そ
れ
自
身
が
生
産
白
木
質
的
た
も
の
と
た
っ
た
か
ら
ぞ
あ

る
分
配
諭
の
重
要
度
は
、
ス
ミ
ス
正

H
カ
ア

F
オ
イ
は
異
在
る
。
ス
ミ
ス
で
は
債
格
は
分
業
的
商
品
生
産
を
基
盤
と
す
る
上
屠
現
象
と

し
て
現
わ
れ
る
が
、
分
間
現
象
は
そ
れ
に
付
属
し
で
扱
わ
れ
、

L
介
が
っ
て
分
配
論
は
「
債
格
の
構
成
部
分
」

(
第
六
章
)
の
問
題
と

し
て
設
さ
起
古
れ
て
い
る
。
債
格
は
賃
金
、
利
潤
治
よ
ぴ
地
代
に
分
解
さ
れ
る
と
設
さ
も
仏
が
ら
、
ま
た
債
格
は
こ
れ
ら
三
要
素
か
ら
構

成
さ
れ
る
と
も
考
え

b
れ
、
分
配
論
の
債
格
論
的
色
彩
が
強
円
。
し
か
る
に
リ
カ
ア
ド
オ
に
お
い
て
は
、
好
一
陣
論
白
重
要
性
が
強
調
さ

れ
な
が
ら
、
と
れ
が
債
値
の
形
成
か

b
、
そ
れ
を
前
提
托
し
て
説
明
さ
れ
た
。
介
記
要
素
、
こ
と
に
賃
金
の
債
格
的
問
題
は
、
債
値
論

的
規
定
を
前
提
と
し
、
需
要
供
給
機
構
を
説
い
た
「
自
仲
間
債
格
と
市
場
債
格
」
の
理
論
を
媒
介
と
し
て
設
か
れ
た
の
で
あ
る
。

戸
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カ
ア
ド
オ
の
経
済
皐
値
系

第
七
十
λ
巷

六
七

第
五
銃



リ
カ
ア

mha

オ

O
経
済
同
申
燈
系

第
七
十
人
巻

六
人

第
五
揖

四

リ
カ

7
F
オ
と
封
照
さ
れ
る
マ
ル
十
ス
の
「
経
済
事
原
理
」
て
は
、
第
一
章
で
宮
な
ら
び
に
生
産
的
持
働
を
読
者
、
ス
ミ
ス
と
同
様

に
生
産
論
よ
り
出
荷
担
す
る
か
の
ご
L

ど
く
ぜ
あ
る
が
、
第
二
章
ゼ
詳
論
さ
れ
た
償
値
論
て
は
、
慣
値
は
需
要
供
給
設
J
l

設
問
さ
れ
る
こ
と

に
た
担
、
可
て
の
生
産
論
的
基
礎
は
央
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
最
終
章
の
生
運
論
に
治
い
て
、
週
中

J

消
費
読
に
よ
り
生
産
と
消
費
白
矛
盾
を

説
い
た
が
、
と
れ
ば
持
働
と
資
本
の
矛
盾
と
い
う
日
カ
ア
ド
オ
の
慣
値
論
的
介
析
と
削
創
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
介
陣
論
の
位
置
に
つ

い
て
位
、
す
ぞ
に
儒
値
が
、
需
要
供
給
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
あ
り
、
八
灯
回
諸
要
衰
の
規
定
も
、
物
的
生
産
力
を
前
提
し
て
需
要

供
給
諭
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
た
o

こ
れ
は
ス
ミ
ス
に
お
い
て
分
配
論
が
生
産
論
的
、
償
値
論
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
債

格
論
的
、
需
要
供
給
論
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
が
殴
昧
で
あ
っ
た
が
、
マ
ル
サ
ス
に
よ
り
債
値
論
に
お
け
る
E
カ
ア
下
オ
と
の
封
立

の
闘
係
か

b
、
債
格
論
的
、
需
要
供
給
論
的
性
格
の
も
の
と
し
て
明
確
化
さ
れ
機
承
さ
れ
た
た
め
だ
と
出
唱
え

b
れ
る
。

ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
l
ト
・
ミ
ル
は
リ
カ
ア
ド
オ
経
消
息
干
を
総
承
し
て
、
分
陣
論
の
重
要
性
を
認
め
た
が

b
、
領
値
論
を
十
分
に
固

め
ふ
な
か
っ
た
た
め
に
、
生
産
論
と
分
配
論
と
を
全
然
性
格
の
異
な
る
も
の
と
考
え

τ、
す
な
わ
ち
一
を
技
術
的
法
則
の
問
題
、
他
全
世

舎
制
度
の
問
題
と
し
て
規
定
し
、
雨
者
を
並
置
し
て
趨
系
を
つ
く
り
上
げ
た
。

と
己
ろ
で
り
カ
ア
ド
オ
の
経
済
串
山
田
系
は
、
極
め
て
理
論
的
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
簡
単
で
あ
り
、
歴
史
的
鑓
化
を
跡
づ
け

ず
、
個
々
の
現
象
そ
の
も
の
の
も
つ
理
論
を
迫
求
し
、
ス
ミ
ス
経
済
撃
に
ま
つ
わ
る
自
然
法
思
想
を
梯
拭
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
個

々
の
現
象
が
現
買
の
関
係
に
お
い
て
も
つ
論
理
を
、
抽
象
し
閥
系
化
し
た
の
で
あ
る
か

b
、
こ
の
現
諭
儲
系
は
現
貿
の
経
済
を
一
般
的

に
訟
明
す
る
、
も
の
で
あ
る
。
己
の
理
論
は
一
般
化
さ
れ
た
抽
象
な
の
だ
か
ら
、
個
々
の
兵
組
的
な
事
質
主
説
明
す
る
の
に
は
、
抽
象
の

段
階
か

b
モ
己
に
下
降
し
な
け
れ
ば
在
ら
な
い
。
モ
の
意
味
て
は
己
の
理
論
も
具
偶
的
現
貨
の
介
析
干
説
明
の
道
具
だ
と
い
え
る
が
、

し
か
し
こ
む
理
論
は
全
く
架
昼
に
案
出
さ
れ
た
単
た
る
誼
具
で
は
な
い
。
日
カ
ア
ド
オ
の
理
論
は
彼
主
と
り
か
と
む
具
醐
閥
的
規
買
の
も



つ
理
論
を
抽
象
佑
し
一
般
化
し
た
も
り
て
あ
る
か
ら
、
そ
れ
自
身
が
す
で
に
そ
り
説
明
に
な
っ
亡
い
る
の
で
あ
る
。
己
れ
は
リ
カ
ア
ド

オ

だ

け

で

な

く

、

ス

ミ

ス

t
f
の
古
典
経
済
墜
に
共
通
じ
、
今
日
目
道
具
経
済
皐
と
封
脈
的
て
あ
る
。
道
具
経
済
皐
て
は

夕
、
不
、

理
論
は
任
志
の
仮
設
に
基
づ

4
分
析
千
段
で
あ
り
、
己
れ
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
非
現
賢
的
た
モ
デ
ル
が
つ
く
ら
れ
、
現
質
が
記
述
さ
れ

る
の
で
あ
る
o

し
か
る
に
リ
カ
ア
ド
オ
な
ど
の
理
論
研
努
で
は
、
理
論
は
理
論
J

し
任
窓
に
つ
く
り
、
己
れ
に
よ
っ
て
現
貫
を
記
述
す
る

の
て
な
く
、
理
論
を
構
成
す
る
こ
と
が
兵
慌
的
現
貨
を
離
れ
て
は
行
わ
れ

F
、
理
論
は
そ
れ
自
身
が

F
て
に
現
質
の
一
般
的
説
明
に
な

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
心
用
い
る
概
念
も
、
現
寅
現
象
の
本
質
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
使
用
慣
値
、
交
換
債
値
、

債
値
尺
度
、
貸
幣
、
固
定
資
本
、
流
動
資
本
、
地
代
、
自
然
債
格
、
市
場
債
格
、
賃
金
、
利
潤
、
官
、
利
子
、
総
収
入
、
純
牧
入
、
需

要
、
供
給
な
ど
の
諸
椀
念
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

u
カ
ア
ド
オ
経
済
事
を
溌
展
さ
せ
た
マ
ル
ク
ス
て
は
、
債
値
以
上
に
剰
儀
債
値
h
T
、

固
定
資
本
、
流
動
資
本
以
上
に
不
鑓
資
本
、
可
愛
資
本
心
概
念
が
用

hvbれ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
U
カ
ア
ド
オ
以
上
に
本
質
に
接
近
し
、

木
質
分
析
的
な
慨
念
を
必
要
と
し
た
か

b
て
あ
る
。
た
だ
マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
ら
の
概
念
が
歴
史
的
規
定
性
士
有
す
る
も
の
て
あ
る
と
と

を
確
認
し
た
が
、
り
カ
ア
下
オ
は
現
寅
的
危
概
念
を
鼠
純
に
一
般
化
し
、
そ
白
歴
史
的
制
約
を
看
過
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も

現
賢
盟
白
木
質
認
識
は
直
接
的
で
あ
り
、
確
質
て
あ
一
ツ
た
。
ハ
ロ
ッ

F
は
リ
カ
ア
ド
オ
経
済
墜
を
静
隙
論
、
動
態
論
白
今
日
目
分
析
概

念
ぞ
枠
し
℃
い
る
こ
と
仕
上
述
し
た
が
、
日
カ
ア
ド
オ
は
任
意
に
抽
象
的
な
静
間
半
、
動
感
心
概
念
を
ま
ず
構
想
し
て
用
具
と
せ
ず
、
現

己資
の王且
概象
念白
にう
よち
ワカミ
てら
介静
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れ
に
よ
っ
て
経
凶
の
全
閣
を
雑
系
的
に
記
述
す
る
の
て
な
く
、
現
賢
一

ω債
格
闘
係
か

b
債
値
を
投
り
あ

τ、
そ
こ
か

b
生
産
力
白
登
展

過
程
を
明

b
か
に
し
て
ゆ
く
の
て
、
経
済
閣
申
憾
系
は
こ
の
経
済
分
析

ω
追
求
か
ら
ゐ
心
ず
か

b
生
れ
た
の
で
あ
る
。
理
論
山
道
具
だ

τ

uJ
カ
ア
ド
オ
円
程
神
拳
睦
系

第
七
十
人
特

ノ、
九

第
五
日
賦

五



n
p

カ
ア
ド
オ
の
経
碑
閣
単
位
系

第
七
十
人
容

=一七

O

第
五
鵠

」ノ、

は
、
現
質
分
析
か
ら
沿
の
ず
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
必
要
以
上
白
道
具
は
用
意
し
た
円
。
道
具
は
つ
ね
に
必
要
白
た
め

D
道
具
て

あ
り
、
現
買
を
離
れ
た
道
具
の
た
め
の
道
具
は
な
い
。

H
カ
ア

F
オ
経
済
事
は
極
め
て
抽
象
的
で
あ
る
が
、
理
論
の
た
め
の
理
論
て
は

な

h
。

H)

同
E
E
3
0凶

E
m
p回
ロ
H
L
F
口
}
5
1
H
H
'

り
刀
ア
ド
オ
白
用
い
た
道
具
は
極
め
て
簡
単
で
あ

p
、
そ
の
描
い
た
鰹
系
も
品
師
、

p
に
も
簡
素
て
あ
ヲ
た
。
己
れ
は
今
日
心
複
雑
念
理

論
に
く

b
aへ
る
と
幼
稚
に
見
え
る
か
も
知
れ
在
加
。
そ
れ
か

b
事
ぶ
べ
き
も
白
は
在
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ス
デ
イ
グ
ラ

l
は
リ
カ
ア
ド
士
宏
ど
の
占
典
経
済
撃
に
ワ
い
て
決
白
よ
う
に
越
ベ
た
。
日
く
、

「
わ
れ
わ
れ
近
代
経
済
摩
者
は
、
古
典
経
済
摩
か
ら
堕
ぶ
べ
き
も
の
を
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
な
い
と
い
う
己
主
は
、
も
と
よ
り
自
己
踏
讃
の
理
由
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
ョ
わ
れ
わ
れ
に
修
業
時
代
に
、
今
日
も
遡
っ
て
ス
ミ
ス
か
讃
ま
さ
れ
て
愉
快
に
な
り
、
ま
た
リ
カ
ア
ド
オ
を
讃
ま
さ
れ
て
脊
痛
に
な

り
、
ま
た
ミ
ル
を
讃
ま
さ
れ
て
諌
言
的
感
情
の
少
な
い
こ
と
を
感
ず
る
。
し
か
し
古
典
経
済
恩
は
、
今
日
、
古
典
需
に
劃
す
る
あ
る
種
の
代
用
品
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
博
識
を
得
る
か
も
し
れ
血
し
、
得
な
い
か
も
し
れ
ぬ
が
、
遇
常
わ
れ
わ
れ
は
古
典
経
済
麗
か
ら
わ
れ
わ
れ
り
エ

作
技
術
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
前
も
皐
び
え
な
い
と
い
う
確
信
を
得
る
の
で
あ
る
。

「
何
と
な
れ
ば
そ
れ
ら
り
寧
赦
す
べ
き
人
た
ち
は
、
い
か
に
も
知
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
e

彼
ら
は
、
限
界
般
入
と
限
界
費
用
、
限
界
生
産
物
と
一

限
界
性
向
、
限
界
数
回
E
限
界
代
用
車
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
デ
カ
ル
ト
が
す
で
に
死
ん
で
久
し
い
の
に
、
人
は
解
済
圏
表
を
拍
き
う

る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
し
、
ニ
ュ

1
ト
シ
や
ラ
イ
プ
-
コ
ノ
ヲ
が
、
彼
ら
の
研
出
慣
を
な
し
た
の
は
蚤
か
以
前
で
あ
る
の
に
、
微
分
間
閉
の
熱
で
静
済
阜
の

エ
ッ
セ

Y
ス
を
蒸
溜
し
う
る
こ
左
官
知
ら
な
か
っ
た
。

Hm隔
は
た
だ
に
術
詩
上
や
説
明
上
の
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
古
典
軽
視
皐
岩
は
、
企
業
中
家
計

を
分
析
し
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
こ
去
を
知
ら
ず
、
ま
た
需
要
曲
線
が
恐
ろ
し
く
重
要
で
あ
る
こ
主
も
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
競
争
が
不
完
全
で
あ
り
、

調
占
岩
は
彼
ら
の
思
う
宣
ま
に
植
を
つ
け
な
い
こ
主
す
ら
知
ら
か
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
い
か
に
控
憂
し
た
こ
と
よ
、
」
と
。



日

) 

C

H
・
田
高
官
、
出
諸
国
L
O
R
E
E
自
国

ns。自
o
p
a
Z
2
5
昌
吉
・
司
自
・

己
れ
は
古
典
経
済
墜
に
謝
ナ
る
思
い
切
っ
た
酷
評
ぜ
あ
る
。
古
典
経
済
皐
は
今
日
、
こ
れ
ほ
ど
に
無
償
値
た
も
の
と
た
っ
て
い
る
D

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
用
具
は
簡
単
で
あ
る
が
、
モ
の
築
い
た
経
済
撃
は
、
少
く
と
も
十
九
世
紀
の
人
々
を
指
導
し
た
白
は
な
ぜ
ぜ
あ
ろ

う
か
。
己
白
経
済
撃
を
妄
想
と
ず
る
に
は
、
徐
り
に
も
そ
む
彰
響
が
大
き
す
ぎ
る
。
ス
テ
イ
グ
ラ

1
自
身
も
古
典
経
済
皐
D
研
究
を
放

棄
し
え
ず
、
己
白
論
文
の
後
に
り
っ
ぱ
な

p
カ
7
F
オ
研
究
士
登
表
し
た
。
営
面
の
問
題
D
研
究
に
忙
し
い
事
者
で
す

b
、
古
典
の
研

究
を
無
視
し
え
な
い
の
は
た
苦
で
あ
ろ
う
か
。
法
隆
寺
の
伽
藍
は
美
白
極
致
を
表
現
し
た
結
構
で
あ
る
こ
と
に
は
何
人
も
異
論
は
な
い

が
、
己
白
構
築
に
用
い
ら
れ
た
用
具
は
、
ま
こ
と
に
粗
末
な
も
白
ゼ
、
鈎
ナ
ら
な
か
っ
た
。
今
日
の
高
居
建
築
も
た
し
か
に
り
つ
ば
て

あ
り
、
モ
白
構
築
に
用
い
ら
れ
る
用
具
は
、
津
山
の
極
め
て
複
雑
精
密
た
技
術
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
ら
り
用
具
を

用
い
F
Q
た
b
ば
、
た
だ
ち
に
法
隆
寺
の
美
が
賢
現
て
き
る
と
い
う
も
白
て
は
な
い
。
も
と
よ
り
わ
れ
わ
れ
の
問
題
は
美
白
表
現
て
左
く
、

異
理
由
探
求
で
あ
る
白
だ
が
、

h
わ
ゆ
る
分
析
用
具
が
大
切
だ
と
は
い
え
、
用
具
だ
け
て
真
理
印
刷
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
て
な
い
己
と
は
、

美
の
表
現
白
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
っ
か
む
と
己
ろ
士
つ
か
ん
だ
理
論
岡
田
系
ほ
ど
、
恐
ろ
し
い
も
の
は
な
い
。

7
モ
ン
は
、
一
九
二
三
年
P
カ
ア
ド
士
波
後
百
年
士
記
念
し
亡
裂
表
し
た
リ
カ
ア

F
研
賓
の
序
文
に
お
い
て
女
の
よ
う
に
述
べ
た
。

日
く
、

「
経
済
阜
の
分
野
に
お
い
て
研
究
す
る
も
り
は
す
べ
て
、
彼
以
前
に
な
さ
れ
、
あ
る
い
は
彼
自
か
た
わ
ら
で
な
き
れ
て
い
る
も
の
に
頓
着
し
な
い
で
、

彼
自
身
の
慢
系
を
う
ち
た
て
る
と
い
う
習
わ
し
が
、
最
近
十
年
間
に
蹟
が
っ
て
い
る
。
こ
の
習
わ
し
は
断
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
耐
久
力
の
あ
る

墜
問
的
建
築
物
は
、
一
ダ
ー
ス
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
患
者
が
彼
ら
自
身
の
憧
烹
を
打
も
た
て
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
で
で
き
上
る
も
の
で
は
決

L
て
な
い
。
十
二
度
も
同
じ
こ
と
が
、

L
か
も
い
つ
も
幾
分
ち
が
っ
て
た
て
ら
れ
る
と
い
う
と
と
は
問
題
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
同
じ
整
物
で
働
く

ηJ
方
ア
ド
オ
の
紐
桝
凶
申
瞳
系

第
七
十
人
程

七

第
五
銃

七



リ
カ
ア
P
オ
の
経
済
問
争
鴎
系

第
七
十
八
巻

七

車
五
山
師

ノL

こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
し
が
し
、
各
人
が
そ
の
分
野
で
彼
以
前
に
働
い
た
人
々
の
肩
に
の
り
、
ま
た
同
時
に
そ
の
建
物
で
働
く
す
べ

て
の
人
々
に
手
を
さ
し
の
べ
る
と
き
の
ほ
か
は
可
能
で
は
な
い
。
と
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
の
み
、
わ
れ
わ
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
維
持
し
え
ら
れ
、

か
っ
同
時
に
完
成
さ
れ
る
津
物
が
他
日
で
き
よ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
罰
す
る
罫
礎
は
リ
カ
ア
ド
オ
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
各
人
は

リ
カ
ア

rオ
と
主
も
に
、
そ
し
て
役
の
肩
の
上
で
建
設
し
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
わ
れ
わ
れ
の
間
短
房
野
に
お
け
る
現
代
の
課
題
は
、
新
し
き
を

競
う
盟
系
製
作
屋
の
信
じ
て
き
た
よ
う
に
、
リ
カ
ア
ド
オ
を
お
き
か
え
る
こ
と
で
な
く
、
彼
の
思
想
を
理
解
し
か
っ
援
畏
せ
し
め
る
こ
と
な
の
で
あ
る
、
」
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)
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今
日
、
リ
カ
ア
ド
止
経
済
賄
早
世
も
ワ
て
究
壁
だ
な
ど
と
な
ナ
も
の
は
、
も
と
よ
り
存
在
し
な
い
。
し
か
し
リ
カ
ア
ド
オ
経
済
皐
は
骨

輩
担
て
た
く
、
今
日
日
経
済
臨
干
の
盟
系
的
研
究
江
島
い
て
、
こ
れ
を
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
絶
割
に
必
要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
り

研
究
努
力
は
、

ζ

れ
に
と
っ
て
代
る
も
の
を
工
夫
す
る
己
と
ぞ
な
く
、
こ
れ
を
ふ
み
室
に
し
、
こ
れ
を
後
展
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。




